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記事タイトル

　
相
談
か
ら
支
援
へ

　

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
子
ど
も
を
発

見
し
た
方
か
ら
の
通
告
や
、
自
分
の

行
っ
て
い
る
こ
と
は
虐
待
で
は
な
い

か
と
悩
ん
で
い
る
保
護
者
な
ど
か
ら

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
通

告
や
相
談
か
ら
家
庭
へ
の
「
支
援
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　
地
域
と
の
連
携

　

家
庭
相
談
員
や
保
健
師
が
市
内
の

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
学
童
保

育
室
、
児
童
館
な
ど
に
出
向
き
、
虐

待
の
防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
、

主
任
児
童
委
員
、
学
校
、
医
療
機
関
、

児
童
相
談
所
、
警
察
、
健
康
増
進
課

な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
下

野
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」
と
連
携
し
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
P
R
活
動

　

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
防
止
講
演

会
と
し
て
、
8
月
23
日
㈫
に
栃
木
県

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
課
長
補

佐
の
阿あ

久く

津つ

浩ひ
ろ

伸の
ぶ

氏
よ
り
ご
講
演
い

た
だ
き
、
約
1
0
0
名
の
市
民
の
方

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
）
と
し
て
、
天
平
の
芋
煮
会
、
下

野
市
産
業
祭
、
福
祉
フ
ェ
ス
タ
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
、
啓
発
グ
ッ
ズ
等
の

配
布
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
に

の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
全
職
員
が
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
着
用
し
啓
発
に
努

め
ま
す
。

　
虐
待
に
気
づ
く
き
っ
か
け
は

〇
子
ど
も
が
…

・
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

・
衣
服
や
家
が
極
端
に
不
衛
生

・
頻
繁
に
傷
や
ア
ザ
が
で
き
る

・
服
に
隠
れ
て
い
る
場
所
や
顔
に
傷

や
ア
ザ
が
あ
る

・
子
ど
も
だ
け
で
長
時
間
過
ご
し
て

い
る

〇
親
が
…

・「
子
ど
も
を
甘
や
か
す
の
は
よ
く

な
い
」
と
強
調
す
る

・
親
の
怒
鳴
り
声
、
叱
り
つ
け
る
声

な
ど
が
聞
こ
え
る

・
親
族
や
地
域
と
交
流
が
な
い

・
家
庭
内
で
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力

（
D
V
）
が
あ
る

子
育
て
へ
の
支
援
　

〜
妊
娠・出
産
か
ら
産
後
の
育
児
へ
〜

　
育
児
へ
の
不
安
軽
減

　

育
児
ス
ト
レ
ス
が
児
童
虐
待
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
健
康
増
進
課
で
は
母
子
健

康
手
帳
交
付
時
に
す
べ
て
の
妊
婦
か

ら
、
育
児
へ
の
不
安
や
支
援
者
に
つ

い
て
聞
き
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
保

健
師
が
妊
婦
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
出
産
前
か
ら
の
支
援
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
妊
婦
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、安
心
し
て
出
産

に
臨
め
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

出
産
後
の
育
児
不
安
や
孤
立
化
を

防
ぐ
た
め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳

児
全
戸
訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
）
で
、
支
援
が
必
要
な
家
庭

の
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、
養
育
支
援

家
庭
訪
問
の
利
用
を
勧
め
る
な
ど
、

育
児
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
相
談

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
、

相
談
し
ま
し
ょ
う
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課（
母
子
保
健
グ
ル
ー
プ
）

☎（
32
）8
9
0
5

こ
ど
も
福
祉
課（
子
育
て
支
援
グ
ル

ー
プ
）☎（
32
）8
9
0
3

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

☆
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
子
ど
も
の
笑
顔
☆

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

「
児
童
虐
待
」
と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
見
た
り
聞
い
た

り
す
る
と
、
特
別
な
事
件
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
虐
待

は
皆
さ
ん
の
身
近
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、
そ
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、市
へ
の
虐
待
相
談
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
「
児
童
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
す
る
」
こ

と
を
基
本
に
、
虐
待
の
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
り
、

深
刻
化
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児童虐待防止推進月間

児童虐待とは・・・
身 体 的 虐 待 殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせる など

 

性 的 虐 待 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど

 

ネ グ レ ク ト 家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れて行かない など

 

心 理 的 虐 待 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオレンス：DV）など

た
め
ら
わ
ず

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

命
の
輪
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
？　

①
ミ
カ
ン
の
日
に
行
わ
る
イ
ベ
ン
ト　

②
ニ
ン
ジ
ン
普
及
イ
ベ
ン
ト　

③
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

問
１

記事タイトル

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
週
間
」

　

11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で
の

２
週
間
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
こ
と
、
暴
力
の
被
害
に
あ
っ

て
い
る
人
た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
、

暴
力
が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
周
囲
に
伝
え
、
関
心
を
も
っ

て
も
ら
う
運
動
週
間
で
す
。
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を
、

一
緒
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
、夫
婦
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
み

な
さ
ま
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た

め
に
、
女
性
相
談
（
Ｄ
Ｖ
）
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
女

性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◎
D
V
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎︎（
32
）8
7
2
4

◎
電
話
相
談
受
付
期
間　

月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
正
午

～
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課　

☎︎（
32
）8
9
0
3

　
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　

あ
な
た
の
勇
気
で
救
わ
れ
る
子
ど

も
が
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
福
祉
課

☎︎（
32
）8
9
0
3

受
付
時
間
／
月
～
金
：
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
除
く
）

栃
木
県
南
児
童
相
談
所

☎︎
0
2
8
2（
24
）6
1
2
1

受
付
時
間
／
月
～
金
：
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分
（
土
・
日
除
く
）

児
童
虐
待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

☎︎
0
2
8（
6
8
6
）3
0
0
5

受
付
時
間
／
月
～
金
：
午
後
5
時
15

分
～
午
前
8
時
30
分

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
：

24
時
間

児童虐待防止推進月間

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

でも、もし間違いだったら
悪い気がするし…。

しつけのために叩いて
いるんだろう。
家族の考え方ならしょう
がないよ…。

ご近所だから、トラブルになったら嫌だわ…。
うちが言いつけたってわかっちゃうよねぇ。

通告する！は国民の義務です

通告後、子どもと親はどうなるの？　親が怒って虐待がエスカレートしないの？
〇家庭相談員や保健師等が責任をもって調査・対応します。
〇親を責めるのではなく、子育ての支援が始まります。
〇通告や市の調査によって、虐待の悪化がないように慎重に調査をして対応します。
〇個人情報の保護により、通告した方の情報はもちろん、その家庭の情報は守られます。

虐待かも？

虐待でなかったとしても、通告者に責任はあり
ません
確信がなくても「もしかして」「～な気がする」
のみでもご連絡ください。

しつけと虐待は違います！
叩いて叱る、怒鳴る、家の外に出す、罰として食
事を与えないなどは、子どもの心身に痛みを与
える有害な行為であり、しつけではありません。
「虐待」になる可能性があります。

通告者が誰であるかを教えることはありません
「ご近所の方」や「お隣の方」など特定される
かもしれない内容は伝えません。
通告は匿名でもかまいません

虐待かもと思ったらすぐにお電話をください。
あなたの1本のお電話で救われる子どもがいます。

連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

詳
し
く
は
、
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9月16日、石橋体育センターにおいて、大勢の皆様がご
来場の中、敬老会が盛大に開催されました。また、林家木
久蔵さんの落語ショーを楽しみました。
会場では、久しぶりに会う友人などと話がはずむ光景も
見られ、みなさんの笑顔と拍手で閉会となりました。
これからもお元気でお過ごしください。

お互いにいたわり励まし合い、家庭を支え社会に貢献してきたご夫婦を祝福するために、敬老会の席上で今
年度結婚50周年を迎える金婚夫婦を祝福しました。

23組が表彰され、市長から祝詞と記念品が贈られました。
岩﨑強・弘子  笠野大・房江  木村傳治・節子  物邦男・昌江  河野敏夫・花代  後藤守三・イエ子
近藤繁・育子  齋藤稔・由子  澤野洋右・美保子  高田俊治・公子  田口政夫・健子  舘野宜行・已代
田中幸次・一美  月井眞・滋子  角田四郎・ヨシ子  井哲雄・千代子  永田忠也・綾子  増渕由二・佳子
松沼照産・豐子  本橋喜八郎・敬子  森下英昭・光子  山谷辰夫・紀子  蓬田已一郎・榮代子
� （敬称略　五十音順）
これからも末永くお元気でお過ごしください。

小山歯科医師会と下野市の共催により、８０２０（ハチマル
ニイマル）運動表彰式を9月16日の敬老会の席上で行いました。
８０２０運動とは、80歳になっても自分の歯を20本以上保とうと
いう運動です。
今回は、８０２０達成者を市広報紙や歯科医院で募集し歯科診

査をし、31名の方が他の模範として表彰されました。
健康的な生活習慣を実践している人は歯の健康状態もよい人が

多いといわれており、健康づくり推進の目標であるといえます。
若いうちからの健康づくりを実践しましょう！

青木　三紗子 秋山　よし 安藤　貞雄 石川　忠二 猪野　文子 海老原　モト
海老原　安治 海老原　良夫 角田　磯男 粕川　和子 加藤　孝男 金子　喜冨
黒川　安吉 小山　正子 佐藤　冨一 芝 野 　 實 関本　直美 髙山　友市
鶴 見 　 豊 富田　末吉 中谷　喜代治 生井　フジ 橋 本 　 正 穗苅　 夫
三 上 　 佐 安田　マサ 𠮷澤　親子 吉 田 　 忍 𠮷田　辰雄 若林　久代

（敬称略　順不同）

敬老会を開催しました

8020 運動表彰

金婚夫婦祝福会を開催しました
敬老会の席上で祝福しました

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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問
２

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

男
女
共
同
参
画
都
市
の
サ
ン
カ
ク
と
は
？　

①
角
が
3
個
あ
る
図
形　

②
事
業
や
計
画
に
加
わ
る
こ
と　

③
参
加
す
る
こ
と

宇都宮地方法務局、栃木人権擁護委員連合会、株式会社NTT
ドコモの共催により、9月15日に南河内第二中学校で携帯電話安
全教室が行われました。
生徒達は、インターネットの使用によってトラブルに巻き込ま
れた事件の再現ドラマを視聴しながら、携帯電話・スマートフォ
ンの危険性や安全な使用方法を学びました。また、人権擁護委員
による講話においては、携帯電
話でのコミュニケーションは誤
解を招きやすいため、思いやり
の心をもって正しく使用してほ
しいとお願いがありました。
皆さんも家庭で携帯電話の使
い方を見直してみてはいかがで
しょうか。

松浦隆雄　氏
1974年に栃木県警に入り、主に警備部

門で活躍し、平成10年に黒磯警察署にて
退職されました。
長年にわたり地域の安全に寄与されま

した。

10月8日に開催された佐野市「田中正造の日　
環境フェスタ」において、市民活動補助事業団体
である下野市自然に親しむ会が、環境対策や自然
保護活動に積極的に取り組み、顕著な成果を挙げ
た団体を表彰する田中正造記念賞を受賞しました。
様々な自然保
護活動に取り組
む中で、特にジ
ャコウアゲハの
保護活動が認め
られました。
写真は受賞式
での岡本英樹会
長。

9月20日に県理容生活衛生同業組合が清掃ボランティアを実施しました。台風が心配される天候の中、組合
員66名が集まり、市内の文教通りや古山小南道路沿い、長田橋周辺、市役所周辺、自治医大病院前にて清掃を
行いました。下野市・宇都宮市・栃木市・壬生町で収集したごみ
は合計80kgになりました。
また、自治医大病院内にある入院している子どもの家族用滞在
施設であるドナルドマクドナルドハウスにて床の掃除やワックス
がけなどを行い、施設の方に感謝のお言葉をいただきました。
今後もボランティア活動を続けて、地域に貢献をしていきます
のでご協力をお願いします。

10月2日、道の駅しもつけで、「しもつけBRANDフェ
ア～しもつけマルシェ～」が開催されました。
会場には市内の特産品や文化財など、下野ブランドに

認定されている全28品目が一堂に会し、約2,000人のお
客様が来場しました。お菓子や総菜などは試食・販売が
行われ、「スーパーケムラー（茅葺屋根保存技術）」など
普段見ることができない製品・技術が展示されました。
また、「石橋江戸神
輿　小川政次氏」は
ご本人に来ていただ
き、多くのお客様と
交流するなど、会場
は大いに盛り上がり
ました。

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章（警察功労）

携帯電話安全教室が実施されました

下野市自然に親しむ会が表彰されました
｢田中正造の日｣ 制定記念特別賞を受賞

地域ボランティア活動報告

しもつけBRANDフェア
しもつけマルシェ～が開催されました

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

男女共同参画都市宣言下野市奨学生募集

男女共同参画都市を宣言します
～ お互いを理解し尊重する 心豊かな社会の実現をめざします ～

　市は、4月に「下野市だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例」を施行し、「第二次下野市
男女共同参画プラン」による新たな取組をスタートしました。
　これを契機とし、市と市民が一体となって、男女共同参画社会の実現に向けて取り組む姿を
示すとともに、その気運を広く醸成することを目的として「男女共同参画都市」を宣言します。

◎と　き　12月10日㈯　午後１時30分～４時（受付・開場／午後1時～）
◎ところ　市役所　３階会議室　
◎定　員　250名（先着順）

男女共同参画都市宣言記念式典

人 権 教 育 講 演 会
～男女共同参画都市宣言記念～

入場無料
申込不要

  午後１時30分～

  午後２時30分～

＊「子ども未来プロジェクト」のメンバーによる市歌斉唱・宣言文群読
＊男女共同参画図画コンクール入賞者表彰

講　師　家
い え

 田
だ

　荘
しょう

 子
こ

　氏
作家・高野山真言宗僧侶

演　題　自 分 ら し く
～前向きに生きたいあなたへ～

■プロフィール
日本大学芸術学部卒業。高野山大学大学院修士課程修了。
女優、OLなど10以上の職歴を経て作家に。
著書は『極道の妻たち』『四国八十八ヵ所つなぎ遍路』『少
女犯罪』など132作品。著作本のうち、『極道の妻たち』『私
を抱いてそしてキスして』など30作品以上が映像化。

実体験やエピソード、取材話を通して ｢人権｣ そして
｢男女共同参画｣ についてお話しをいただきます。個
性を尊重し、人に思いやりをもつにはどうしたらいい
か、皆さんも一緒に考えてみませんか。

要約筆記
あります

■託児あります
６か月～小学校就学前までを対象に、無料託児サービス
をご用意しています。
ご希望の方は、11月30日㈬までにお申し込みください。

■問い合わせ・託児申し込み先
　市民協働推進課　☎（32）8887
　生涯学習文化課　☎（32）8919
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
が
交
流
を
し
て
い
る
外
国
の
都
市
は
？　

①
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル　

②
メ
ン
ヒ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ　

③
ボ
ン

問
３

下野市奨学生募集

■問い合わせ先　教育総務課　☎（32）8917

１．受付期間
　　　　11月１日㈫～ 12月12日㈪

２．申請資格　（下記のすべての条件を満たす方）
（１）高等学校（高等専門学校、中等教育学校の後期課程及び専修学校の高等課程を含む）、大学（短期大

学及び専修学校の専門課程を含む）に在学または入学しようとする方
（２）学業成績が優秀で意欲があり、品行方正な方
　　※学習成績評定が概ね3.0（平均）以上
（３）経済的理由により修学が困難な方
（４）確実な連帯保証人を２名付することができる方（保護者を含む）
　　※連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満20歳以上の方で、市区町村税を完納している方
（５）保護者が下野市に１年以上住所を有する方
（６）他の機関から奨学金その他これに類するものの給付または貸付を受けていない方

３．貸付額（修学資金・入学一時金貸付の組み合わせ一覧）
項　目 修学資金月額 入学一時金 貸付総額

高校生 20,000円 100,000円 820,000円
― 720,000円

大学生
（4年制）

30,000円 500,000円 1,940,000円
― 1,440,000円

40,000円 300,000円 2,220,000円
― 1,920,000円

50,000円 ― 2,400,000円
 ※ただし、月額５万円貸付についての入学一時金はありません。
４．提出書類
（１）下野市奨学金貸付申請書（様式第１号）
（２）出身学校長又は在学校長の推薦調書（様式第２号）
（３）保護者の印鑑登録証明書
（４）連帯保証人の印鑑登録証明書
（５）連帯保証人が県外・市外在住の場合は所得証明書および市区町村税納税証明書

５．提出先
教育総務課まで持参

６．奨学生の選考
下野市奨学金貸付審査会において審査を行い決定します。収入基準は、栃木県育英会奨学生募集要
項に準じます。

７．返還期間及び償還方法
貸付期間の２倍または２．５倍の期間内に償還（年賦、半年賦、月賦）
　　　　　※奨学金は無利子ですが、返還が遅滞した場合は延滞金がつきます。

平成29年度 下野市奨学生募集（高等学校・大学等）
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
①　

交
流
に
つ
い
て
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

栃木県知事選挙のお知らせ

■
下
野
市
で
投
票
で
き
る
人

　

平
成
10
年
11
月
21
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
28
年
8
月
2

日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
し
、
下

野
市
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

（
投
票
す
る
前
に
栃
木
県
外
の
市

区
町
村
へ
転
出
し
た
方
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。）

※
最
近
、
転
入
さ
れ
た
方
へ

栃
木
県
内
の
市
町
か
ら
転
入
さ

れ
た
方
で
、
平
成
28
年
8
月
3
日

以
降
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
は
、

こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
市
町
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、

前
住
所
地
の
市
町
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
住
所
移
転
は
市
町
を

単
位
と
し
て
1
回
に
限
り
、
市
町

長
の
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

な
お
、
平
成
28
年
8
月
3
日
以

降
に
栃
木
県
外
の
市
区
町
村
か
ら

の
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
方
は
今

回
の
栃
木
県
知
事
選
挙
の
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
市
内
転
居
さ
れ
た
方
へ

10
月
21
日
以
降
に
転
居
の
届
出

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
、
予
め
入
場
券
裏
面

の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
欄
に
記
入
し
て
お
持
ち
い
た

だ
く
と
、
受
付
が
早
く
済
み
ま
す
。

（
記
入
の
際
は
、
ご
家
族
の
入
場

券
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。）

○
市
役
所
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て

　

平
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
30
分
の
間
の
ご
利
用
は
30
分

無
料
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
午
前
8
時
30
分
前
に

入
場
し
た
と
き
、
ま
た
は
お
帰
り

が
午
後
5
時
30
分
を
超
え
る
と
き

は
、
ご
利
用
が
30
分
以
内
で
も
有

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
割
引

処
理
を
い
た
し
ま
す
。

■
自
治
医
大
内
期
日
前
投
票
所

○
期
日
前
投
票
所
開
設
日

11
月
10
日
㈭
11
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
7
時

若
年
層
へ
の
選
挙
啓
発
お
よ
び

投
票
率
向
上
を
目
指
し
大
学
構
内

の
医
学
部
教
育
研
究
棟
１
階
会
議

室
に
期
日
前
投
票
所
を
期
間
限
定

で
設
置
し
ま
す
。
車
で
お
越
し
の

方
は
、
東
口
・
北
口
警
備
員
詰
所

で
駐
車
場
の
案
内
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

を
し
た
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。（
入
場
券
を
よ
く
ご

確
認
く
だ
さ
い
。）

■
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

　

投
票
所
入
場
券
は
、
1
枚
の
葉

書
で
、
同
一
世
帯
員
2
人
分
の
入

場
券
を
郵
送
し
ま
す
。（
有
権
者

が
3
人
以
上
の
世
帯
は
、
複
数
枚

に
分
か
れ
ま
す
。）

　

こ
の
葉
書
は
圧
着
式
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
は
が

し
て
開
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
の
際
は
、
入
場
券
を
1
人

分
ず
つ
切
り
離
し
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
入
場
券
は
11
月
3
日
に
発
送
し

ま
す
。

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
予
定
が
あ
る
方
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
期
間

　

11
月
4
日
㈮
～
19
日
㈯
の
毎
日
、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

○
期
日
前
投
票
所

・
市
役
所
（
新
庁
舎
）

※
入
場
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い

■
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
で
の
不

在
者
投
票

　

都
道
府
県
か
ら
指
定
を
受
け
て

い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

院
ま
た
は
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
施
設

管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

一
定
基
準
以
上
の
障
が
い
や
要

介
護
区
分
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
不
在
者
投
票
は
、予
め「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早

め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
他
の
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投

票
　

出
張
や
旅
行
な
ど
で
、
他
の
市

町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
不
在
者
投
票
は
、
郵
便
で

の
や
り
と
り
が
数
回
必
要
に
な
る

た
め
、
日
数
を
要
し
ま
す
か
ら
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票・点
字
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
が
不
自
由
で
、
自
分
で
候

補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
や
、
点
字
投
票
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
に
投
票
所
ま
で
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
選
挙
公
報
の
配
布
に
つ
い
て

　

候
補
者
の
政
見
等
を
記
載
し
た

選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込
み
に
よ

り
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

　

新
聞
未
購
読
の
方
は
、
お
手
数

で
す
が
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
り

お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
次
の
施
設
に
も
配

置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
配
置
場
所

　

市
役
所
・
市
公
民
館
・
市
図
書

館
・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
う
ゆ
う
館
・
き
ら
ら
館
・
ふ
れ

あ
い
館
・
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
・

市
内
郵
便
局
・
市
内
金
融
機
関
・

市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
一
部
）

投
票
日
時
：
11
月
20
日
㈰
午
前
7
時
～
午
後
8
時

栃
木
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

し
も
つ
け
デ
ィ
グ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
と
は
？　

①
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

②
去
年
か
ら
始
ま
っ
た
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト　

③
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト

問
４

栃木県知事選挙のお知らせ

■
開
票
に
つ
い
て

　

開
票
は
11
月
20
日
㈰
午
後
8
時

50
分
か
ら
、
石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

に
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
開
票
状
況
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
当
日
投
票
所
一
部
変
更
し
ま
す

　

第
一
投
票
区
は
薬
師
寺
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
第
14
投
票
区

は
細
谷
小
学
校
（
西
校
舎
家
庭
科

室
）
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
の
投
票
所
に
つ
い

て
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

投
票
日
に
は
、
入
場
券
に
記
載

さ
れ
て
い
る
投
票
所
へ
、時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
無
料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て

　

期
日
前
投
票
所
へ
の
無
料
送
迎

バ
ス
を
11
月
16
日
㈬
17
日
㈭
２
日

間
限
定
で
運
行
し
ま
す
。
ど
の
停

車
場
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
時

刻
等
詳
細
は
「
無
料
送
迎
バ
ス
運

行
時
刻
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
は
各
停
留
所
か
ら
期
日
前

投
票
所
（
新
庁
舎
）
へ
の
往
復
便

と
な
り
ま
す
。
途
中
下
車
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
の
ご
案
内

第
1　
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
2　

南
河
内
公
民
館

第
3　

祇
園
小
学
校
体
育
館

第
4　

南
河
内
東
公
民
館

第
5　

吉
田
西
小
学
校
体
育
館

第
6　

南
河
内
第
二
中
学
校
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

第
7　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
8　

緑
小
学
校
体
育
館

第
9　

石
橋
公
民
館

第
10　

石
橋
小
学
校
多
目
的
室

第
11　

古
山
小
学
校
体
育
館

第
12　

児
山
館

第
13　

石
橋
北
小
学
校

第
14　

細
谷
小
学
校

第
15　

石
橋
商
工
会
館

第
16　

国
分
寺
駅
西
児
童
館

第
17　

国
分
寺
小
学
校
体
育
館

第
18　

下
野
市
役
所
（
新
庁
舎
）

第
19　

国
分
寺
西
小
学
校
体
育
館

第
20　
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー「
け
や
き
」

第
21　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
友
愛
館

第
22　
医
大
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎︎（
32
）8
9
1
6

　

（
32
）8
6
1
3

　

gyousei@
city.
shim

otsuke.lg.jp

■無料送迎バス運行時刻表 運行日11月16日㈬・17日㈭
Ａ . 南河内コース

停車場所 時刻 時刻
1 ふれあい館　玄関前 8:30 発 13:40 発
2 南河内東公民館 8:39 発 13:49 発
3 吉田西小　東駐車場 8:46 発 13:56 発
4 仁良川コミュニティセンター 8:53 発 14:03 発
5 南河内公民館前 8:59 発 14:09 発
6 薬師寺コミュニティセンター 9:04 発 14:14 発

7
期日前投票所（新庁舎） 9:15 着 14:25 着
帰りの便 9:40 発 14:50 発

Ｂ . 国分寺・南河内コース
停車場所 時刻 時刻

1 国分寺武道館　北 10:40 発 15:50 発
2 友愛館 10:43 発 15:53 発
3 キリン公園　西 10:51 発 16:01 発
4 緑小　北門前 10:54 発 16:04 発
5 祇園小　東門前 11:05 発 16:15 発

6
期日前投票所（新庁舎） 11:20 着 16:30 着
帰りの便 11:45 発 16:55 発

Ｃ . 石橋コース①
停車場所 時刻 時刻

1 石北コミュニティセンター1号館　駐車場 10:55 発 15:40 発
2 古山小　北駐車場前 11:06 発 15:51 発
3 旧石橋庁舎　南出入口 11:12 発 15:57 発
4 石橋図書館　駐輪場前 11:17 発 16:02 発

5
期日前投票所（新庁舎） 11:31 着 16:16 着
帰りの便 12:00 発 16:45 発

Ｄ . 石橋コース②
停車場所 時刻

1 石橋農村環境改善センター 14:00 発
2 上台農村公園 14:04 発
3 細谷小　東門前 14:12 発
4 橋本神社　東 14:23 発

5
期日前投票所（新庁舎） 14:32 着
帰りの便 15:00 発

Ｅ . 国分寺コース
停車場所 時刻

1 川中子公園　北 9:00 発
2 国分寺中　西門前 9:05 発
3 国分寺西小　南門前 9:16 発
4 箕輪橋　東側 9:26 発

5
期日前投票所（新庁舎） 9:32 着
帰りの便 10:00 発

※道路状況により遅れる場合がございますので予め
ご了承ください。
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
①　

11
月
6
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
受
講
者
募
集

　
「
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で
は
が

き
作
成
」

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
下

野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
の
協
働
事
業
に
よ

り
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ド
と
エ
ク

セ
ル
の
機
能
を
使
っ
て
、
素
敵
な

年
賀
状
や
往
復
は
が
き
を
作
成
し

た
い
方
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
便

利
な
は
が
き
作
成
ス
キ
ル
を
、
こ

の
機
会
に
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
11
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫

　
12
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
定
員　
15
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　
文
字
入
力
が
で
き
る
方

■
テ
キ
ス
ト

　
F
O
M
出
版

　
「
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
で
プ
ロ

並
み
は
が
き
作
成
」

■
費
用

　

３
，０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
を

お
持
ち
の
方
は
、
１
８
０
０
円
）

■
講
師

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
受
付
期
間
・
方
法

　
11
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

　
午
前
９
時
〜

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
来

館
の
う
え
、
費
用
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
は
生
涯
学
習
情
報
セ

タ
ー
の
物
を
使
用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
11
月
７
日
㈪

○
12
月
５
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎(

40)

０
９
１
１

国
分
寺
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル

『
詩
吟
火
曜
会
』　
会
員
募
集

　
大
声
を
出
す
こ
と
の
な
い
日
常
、

楽
し
い
仲
間
と
一
緒
に
声
を
出
し
、

健
康
増
進
・
ス
ト
レ
ス
解
消
に
詩

吟
の
世
界
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

■
練
習
日

　
月
２
回
、
第
２
・
第
４
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　
国
分
寺
公
民
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ
先

　
詩
吟
火
曜
会

　
☎（
44
）１
５
７
５　
岡
本

　
☎（
44
）５
０
３
８　
鈴
木

南
河
内
東
公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル

『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル・ギ
オ
ー
ネ
』

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
役
所
ロ
ビ
ー
を
お
借
り
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
慌
た
だ
し
い
12
月
の
ほ
ん
の
ひ

と
時
、
女
声
合
唱
の
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
に
浸
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？

　
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
、
そ
し
て
珠
玉
の
映
画

音
楽
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　
12
月
11
日
㈰

　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
開
演　
午
後
２
時

■
会
場

　
市
役
所　
市
民
ロ
ビ
ー
南

■
入
場
料　
無
料

※
お
車
で
お
越
し
の
場
合
、
２
時

間
ご
と
に
２
０
０
円
の
駐
車
料
金

が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
☎（
44
）５
７
６
７
（
川
上
）

　

gionesong@
gm
ail.com

下
野
市
小
中
学
校
音
楽
祭
を

開
催
し
ま
し
た

　
市
内
12
小
中
学
校
（
合
唱
10
団

体
、
合
奏
６
団
体
）
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
一
生
懸
命

披
露
し
ま
し
た
。

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
、
下
野
市
青

少
年
育
成
市
民
会
議
設
立
10
周
年

を
記
念
し
て
「
下
野
市
の
歌
」
を

大
合
唱
し
ま
し
た
。

■
主
催　
下
野
市
小
中
学
校
音
楽

祭
実
行
委
員
会

（
構
成
団
体　
下
野
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
・
下
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
）
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秋の火災予防運動

石 橋 地 区 消 防 組 合
http ://www.119- i fd .or . jp/
下 野 市・壬 生 町・上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動
11月9日～15日

◉　期間中　◉
下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします。（朝７時、夕方６時）

住宅用火災警報器は
　　　　設置していますか？　　　　設置していますか？
住宅用火災警報器は
　　　　設置していますか？

火事
です

ピーピーピー

住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例により
すべての住宅に設置が義務付けられています。

住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生をいち早
く知らせ、逃げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さくする効果があ
ります。

※乾電池タイプの住宅用火災警報器は、電池の交換が必要です。電池が切れそうになると音やラン
プで知らせてくれますので、電池を交換してください。

第36回石橋地区少年消防クラブ防火標語展　≪秋季最優秀作品≫

消し忘れ　そこから始まる　大惨事
上三川町立本郷中学校　 １年　　藤井　幹人

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
■寝たばこは、絶対やめる。
■ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
４つの対策
■逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

※※※消防署からのお知らせ※※※
石橋地区消防組合では、消防・災害情報メール配信を始めました。　　
登録の手順は、石橋地区消防組合ホームページに掲載されています。　　

■問い合わせ先　通信指令課　☎（53）1119

火災と救急・救助は119番
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■申し込み・問い合わせ先
　スポーツ振興課　☎（32）８９２０　 （32）８６１１　 sports@city.shimotsuke.lg.jp

○激励金制度について
　市では、スポーツ活動において優秀な成績を収め、栃木県代表として関東大会や全国大会等に出場する
選手に対して、大会での活躍を激励し、下野市スポーツ大会出場激励金をお贈りしています。

■対象大会
以下のすべての条件を満たす大会が対象となります。

・ 国、県、日本体育協会（加盟競技団体を含む）、日本障がい者スポーツ協会または国際競技団体が主催
する大会。  
・予選会等によって国、県の代表としての出場者が選出される大会。
・関東大会以上の規模の国内大会、または国際大会。

■対象者
市内に住所を有する出場選手（監督・コーチ等の選手以外の大会参加者については交付の対象外）

　ただし、交付を受けようとする対象の大会が国際大会である場合は、本市の出身者（本市に実家のある
方に限る。） 
※市内中学校の運動部として出場する選手は、本制度の対象外となります。
　なお、上記の条件に当てはまる大会であっても、次のいずれかに該当する大会は交付の対象になりません。 
　（１）交流を目的とした大会（交流大会、交歓大会、親善大会等）
　　　 ・但し、大会名に「交流」等が冠されている場合でも交付の対象となる場合があります。  
　（２）特定の者が参加して行われる大会（特定団体等の加盟者しか参加できない大会） 
　　　 ・流派別の大会や一部の職種に限られた大会等は交付の対象になりません。  
　（３）一部の県が対象となる関東大会（北関東大会、東関東大会等）
　　　 ・関東大会は、１都６県が対象となっていることが必要です。

○褒賞金制度について
　7月15日から、上記の激励金制度に加え褒賞金制度が要綱で定められました。この制度は、世界選手権
大会やオリンピック、パラリンピックといった国際大会において、優秀な成績を収めた選手を称えるため、
褒賞金をお贈りするものです。
■対象者
激励金の交付対象であり、かつ世界選手権大会・オリンピック・パラリンピックにおいて、第３位以上
の成績を収めた方

大会区分 金額

激励金

関東大会以上の国内大会 5,000円

全国大会 10,000円

国際大会

世界選手権大会並びにオリンピックおよ
びパラリンピック以外の国際大会 50,000円

世界選手権大会 100,000円

オリンピックおよびパラリンピック 200,000円

褒賞金
世界選手権大会 300,000円

オリンピックおよびパラリンピック 500,000円

スポーツ大会激励金・褒賞金制度のご案内スポーツ大会激励金・褒賞金制度のご案内

※国際大会における激励金および褒賞金の交付回数は、同一年度に各１回が限度となります。
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問い合わせ先
市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所
　　　　☎0282（22）4131

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

年
金
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳

（
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
）、
年

金
証
書
、
振
込
通
知
書
な
ど
の

他
、
相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

の
う
え
、
予
約
時
間
ま
で
に
お

越
し
い
た
だ
き
総
合
相
談
窓
口

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
が
ご
相
談
に
来
ら

れ
る
際
に
は
、
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
ご
都
合
に
よ
り
来
所
で
き
な

い
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
予
約
申
込
電
話
番
号

　

☎
０
２
８
２（
22
）４
６
９
７

※
電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談

　

栃
木
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約

制
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
予
約
申
込
方
法

○
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
相
談

希
望
日
一
か
月
前
か
ら
お
電
話
、

ま
た
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

○
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に

は
、相
談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
、

基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
相

談
内
容
等
に
つ
い
て
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
予
約
時
間
帯

○
平
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
予
約
状
況
に
よ
り
、
ご
希
望
の

日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対

象
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
月
１
日
〜
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証
書
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家

族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書

を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４
」

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か

け
に
な
る
場
合

「
０
３
（
６
６
３
０
）
２
５
２
５
」

《
受
付
期
間
》

　

11
月
１
日
㈫

　

〜
平
成
29
年
３
月
15
日
㈬

《
受
付
時
間
》

○
月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

○
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
、
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
の
注
意

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定

電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以

外
（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け

に
な
る
場
合
は
通
常
の
料
金
が
か

か
り
ま
す
。

・「
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５
」

の
電
話
に
お
か
け
に
な
る
場
合
に

は
、
通
常
の
通
話
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

・「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を
つ

け
た
り
し
て
間
違
い
電
話
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

国民年金だより
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交
流
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

国
内
交
流
・
国
際
交
流

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
協
働
推
進
課　

☎（
32
）８
８
８
７

■
な
ぜ
、
交
流
？

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
を
自
治
基
本
条
例

で
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

国
内
交
流
と
国
際
交
流
が
次
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
国
内
交
流
（
36
条
）

　

市
は
、
歴
史
や
文
化
を
共
有

す
る
市
町
村
と
交
流
し
、
歴
史

や
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。

　

市
は
、
災
害
に
備
え
、
他
市
町

村
と
の
相
互
支
援
を
推
進
す
る
。

■
国
際
交
流
（
37
条
）

　

市
は
、
国
際
交
流
の
文
化
を

大
切
に
し
、
市
民
の
国
際
交
流

活
動
の
支
援
に
努
め
る
。

　

市
と
市
民
は
、
国
際
交
流
活

動
に
努
め
る
。

香
川
県
高
松
市
と
の
交
流

■
交
流
の
き
っ
か
け

　

市
発
足
前
の
平
成
13
年
当
時
、

全
国
で
二
つ
だ
け
、
栃
木
県
と
香

川
県
に
「
国
分
寺
」
を
冠
す
る
町

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
縁
で
教
育・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
市
町
村
合
併
と
そ
の
後
の
交
流

　

両
国
分
寺
町
は
偶
然
に
も
同

じ
日
の
平
成
18
年
1
月
10
日
、

合
併
に
よ
り
下
野
市
と
高
松
市

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
毎
年
小
学
生
を
中

心
と
し
た
交
流
が
続
き
、
平
成

25
年
６
月
に
は
、
下
野
市
と
高

松
市
と
の
間
で
歴
史
文
化
交
流

協
定
と
災
害
時
相
互
支
援
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
年
の
小
学
生
交
流

　

７
月
27
日
〜
29
日
ま
で
の
３

日
間
、
下
野
市
国
内
交
流
協
会

江
田
小
百
合
副
会
長
を
団
長
に

市
内
の
小
学
６
年
生
21
人
で
結

成
さ
れ
た
親
善
交
流
団
と
し
て

高
松
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
松
市
の
国
分
寺
北
部
小
、

南
部
小
の
児
童
と
の
交
流
発
表

会
、
讃
岐
国
分
寺
跡
等
の
貴
重

な
歴
史
遺
産
の
見
学
、
讃
岐
国

分
寺
交
流
協
会
の
方
々
の
ご
好

意
に
よ
る
地
引
網
体
験
な
ど
に

よ
り
、
讃
岐
国
分
寺
と
そ
の
周

辺
の
歴
史
風
土
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
９
日
〜
10
日
の

２
日
間
、
高
松
市
讃
岐
国
分
寺

小
学
生
交
流
団
24
名
が
下
野
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
ゆ
う
ゆ
う

館
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会
で
は
、

市
国
内
交
流
協
会
の
女
性
会
員

の
方
々
に
よ
り
、
市
内
で
採
れ

た
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
夏
野
菜
カ
レ
ー
や
か
ん
ぴ
ょ

う
の
卵
と
じ
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
松

市
交
流
団
と
本
市
交
流
団
と
の

発
表
会
や
「
下
野
市
ふ
る
さ
と

か
る
た
取
り
」
な
ど
で
の
交
流

会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、

下
野
国
分
寺
跡
、
風
土
記
の
丘

資
料
館
、
下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、

道
の
駅
を
見
学
し
、
下
野
市
の

魅
力
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
団
の
相
互
派
遣
に
よ
り
、

両
市
の
子
ど
も
た
ち
の
友
情
の

輪
が
広
が
り
、
両
市
の
絆
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

讃岐国分寺跡を見学

瀬戸内での地引網を体験

ゆうゆう館での歓迎会ふるさとかるたで交流

国
内
交
流
協
会

会
員
募
集
中
！

　

国
内
交
流
協
会
は
、
平
成
22

年
７
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
を
主
体
と
し
た
幅
広
い

分
野
で
の
国
内
交
流
を
推
進

し
、
相
互
理
解
と
友
情
を
深
め
、

地
域
間
の
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
交
流
事
業
に
興
味
の
あ

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員
に

な
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
年
会
費

個
人
会
員　
１
口　
１
，０
０
０
円

法
人
会
員　
１
口　
３
，０
０
０
円

団
体
会
員　
１
口　
５
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
国
内
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７
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国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
中
！

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
随
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
と
、

年
に
３
回
発
行
さ
れ
る
会
報（
各

種
行
事
の
案
内
が
記
載
さ
れ
ま

す
）
が
届
く
ほ
か
、
語
学
講
座

の
受
講
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
（
有
料
で
す
）。
ま
た
、
国

際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
協

会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
安
い

会
員
料
金
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

　

外
国
や
国
際
交
流
に
ご
興
味

の
あ
る
方
、
外
国
人
と
交
流
し

て
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
入
会
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

個
人
会
員　
１
口　
１
，０
０
０
円

学
生
会
員　
１
口　
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員１口　

２
，０
０
０
円

法
人
会
員　
１
口　
５
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

ド
イ
ツ
と
の
交
流
①

姉
妹
都
市

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル

■
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
は

　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
は
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
中
部
の
ヘ
ッ

セ
ン
州
、
広
大
な
森
林
地
帯
の
中

に
あ
る
自
然
豊
か
な
美
し
い
町
で

す
。
人
口
は
約
６
，０
０
０
人（
下

野
市
の
10
分
の
１
）、
面
積
は
約

37
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
下
野
市

の
約
半
分
）
で
す
。

■「
石
橋
」か
ら
始
ま
っ
た
交
流

　

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
に

は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ

ン
（
日
本
語
で
石
橋
の
意
味
）

と
い
う
地
区
が
あ
り
ま
す
。
交

流
の
始
ま
り
は
、
獨
協
大
学
名

誉
学
長
石
橋
長
英
博
士
（
故
人
）

が
旧
石
橋
町
に
橋
渡
し
を
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
４
月
に
姉
妹
都
市

と
な
り
、
合
併
後
も
交
流
が
続

き
、今
年
で
41
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
医
科
大
学
や
小

山
工
業
高
等
専
門
学
校
の
学
生

と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
学

生
生
活
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

す
る
な
ど
、
お
互
い
に
と
っ
て

有
益
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
広
報
し
も
つ
け
６
月

号
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を

お
世
話
し
て
い
た
だ
く
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
す
る
予
定

で
す
。
ご
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ド
イ
ツ
と
の
交
流
②

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生

■
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
と
の
交
流

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
は
、
ド
イ
ツ

の
南
部
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ス

イ
ス
の
山
岳
地
帯
を
望
む
、
人

口
約
１
３
５
万
人
の
商
工
業
都

市
で
す
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
は
、

18
学
部
に
約
４
４
，０
０
０
人

の
学
生
が
学
ん
で
い
る
総
合
大

学
で
す
。

　

大
学
で
日
本
語
の
ク
ラ
ス
に

所
属
し
て
い
る
学
生
が
、
日
本

語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
、

毎
年
８
月
、
下
野
市
に
２
週
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
ま
す
。

　

23
回
目
と
な
る
今
年
は
、
例

年
よ
り
多
い
10
名
の
学
生
が
下

野
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

滞
在
期
間
中
は
、
日
本
語
の

授
業
を
受
け
た
ほ
か
、
茶
道
、

弓
道
、
浴
衣
着
付
け
な
ど
の
日

本
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

■
中
学
生
相
互
派
遣
事
業

　

３
年
に
１
回
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
の
事
業
で
は
、
い
ま
ま
で

下
野
市
（
石
橋
町
）
か
ら
７
回
、

デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
か
ら

６
回
、
中
学
生
が
相
互
派
遣
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
の
学
校
訪
問
、

市
内
施
設
見
学
、
文
化
体
験
な

ど
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

国
際
感
覚
を
養
う
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
派
遣
を
き
っ
か
け
に
、
留
学

や
国
際
的
な
職
業
を
目
指
す
学

生
も
い
て
、
世
界
に
羽
ば
た
く

人
材
の
育
成
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

■
小
学
生
の
図
画
作
品
交
換

　

姉
妹
都
市
を
締
結
す
る
前
の

昭
和
41
年
か
ら
引
き
続
き
行
わ

れ
て
い
る
の
が
、
小
学
生
の
図

画
作
品
交
換
で
す
。
最
近
で
は

姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
を
記
念

し
て
、「
姉
妹
都
市
の
人
に
紹

介
し
た
い
下
野
市
の
風
景
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
作
品
を
募
集
し
、

19
点
の
作
品
が
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル

ツ
タ
ー
ル
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
作
品
は
、
デ
ィ
ー
ツ

ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
の
ホ
ー
ル
に
展

示
さ
れ
、
多
く
の
方
に
姉
妹
都

市
交
流
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

図画作品展示の様子

浴衣着付け体験弓道体験

ドイツ中学生の書道体験
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下
野
市
教
育
委
員
会

●
国
分
寺
地
区
・
石
橋
地
区
運
動
会

　

10
月
９
日
㈰
・
10
日
㈪
に
、
国
分
寺
地
区
と
石

橋
地
区
で
市
民
体
育
祭
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
お
い
て
は
、
両
地
区
と
も
12
種
目
に

約
１
６
０
０
名
が
参
加
さ
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

な
が
し
ま
し
た
。

※
総
合
順
位
は
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果
を

合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

○
国
分
寺
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

小
金
井
下
町

　

準
優
勝　

国
分
A

　

第
３
位　

川
西

　

第
４
位　

川
東

　

第
５
位　

鈴
苅
町

　

第
６
位　

仲
町

○
石
橋
地
区
大
会
（
運
動
会
）

　

優　

勝　

栄
町
西

　

準
優
勝　

下
古
山

　

第
３
位　

橋
本

　

自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

　

優　

勝　

下
古
山

○
石
橋
地
区
大
会
（
総
合
）

　

優　

勝　

栄
町
西

　

準
優
勝　

下
古
山

　

第
３
位　

若
林
南

　

第
４
位　

栄
町
東

　

第
５
位　

橋
本

　

第
６
位　

富
士
見
町

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

●
南
河
内
地
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

剣
道
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、硬
式
テ
ニ
ス
、卓
球
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
軟
式
野
球
の
（
７
種
目
、
約
３
０
０
名
）
の
方
が

参
加
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

競
技
役
員
・
運
営
委
員
の
皆
さ
ま
、
競
技
運
営
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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体
育
協
会

　

テ
ニ
ス
協
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当 
井
上

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
国
分
寺

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
南

河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
へ
申
し
込
み
い

た
だ
く
か
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

tennis_m
urao@

nifty.com

　

テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://scta.b.la9.jp/

第
11
回
下
野
市
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
参
加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
標
記
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
４
日
㈰
午
前
８
時
30
分

集
合
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所

　

国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

■
対
象
者

　

オ
ー
プ
ン

■
種
目

　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

　

柔
道
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当 

若
林

　

☎
０
９
０（
１
７
６
７
）３
２
５
３

柔
道
教
室（
後
期
）開
催

■
日
時

　

11
月
15
日
〜
12
月
13
日

　
（
毎
週
火
曜
日
、
全
5
回
）

　

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

■
場
所

　

国
分
寺
中
学
校
体
育
館
１
階

柔
道
場

■
対
象
者

　

中
学
生
お
よ
び
一
般
、
小
学

生
（
３
年
生
以
上
）

※
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
費

　

無
料

■
申
し
込
み

　

参
加
希
望
者
は
、
11
月
15
日

㈫
午
後
７
時
40
分
に
、
国
分
寺

中
学
校
体
育
館
柔
道
場
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

せ
ん
。
各
自
で
の
加
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

２
，5
0
0
円

大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
速
や
か

に
大
会
本
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

■
申
込
締
切

　

11
月
７
日
㈪

　

〜
24
日
㈭
午
後
５
時

※
メ
ー
ル
申
し
込
み
必
須
事
項

①
氏
名
②
所
属
③
住
所
ま
た
は

勤
務
先
④
連
絡
先
を
本
文
に
記

載
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
付
完
了
の
返
信
を
確
認
く

だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

　

ド
ロ
ー
発
表
に
つ
い
て
は
11

月
28
日
㈪
以
降
に
テ
ニ
ス
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

キ
ッ
ズ
教
室(

ト
ラ
ン
ポ

リ
ン)

参
加
者
募
集

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
を
開
催
致
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
講
師

　

草
川
奈
津
子
先
生

■
日
時

　
（
前
期
）
12
月
３
日
〜
24
日
・

１
月
７
日
・
14
日
（
毎
週
土
曜

日
・
全
５
回
）
午
前
10
時
〜
正

午■
場
所

　

石
橋
体
育
セ
ン
タ
ー

■
対
象

　

小
学
３
〜
６
年
生

■
参
加
費　

４
，０
０
０
円

■
定
員　

15
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。

※
電
話
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。

※
児
童
の
送
迎
は
各
自
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

大
会
結
果
報
告

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
県
大
会

で
上
位
入
賞

　

８
月
20
日
に
行
わ
れ
た
栃
木

県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
竹
の
子
ク
ラ
ブ

所
属
の
小
学
生
が
活
躍
し
ま
し

た
。

○
低
学
年
男
子
の
部（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

準
優
勝

　
長
谷
部
志
侑（
薬
師
寺
小
４
年
）

　

伊
沢
有
翔（
国
分
寺
小
４
年
）

○
高
学
年
男
子
の
部（
ダ
ブ
ル
ス
）

　

優
勝

　

須
藤
漱
太（
吉
田
西
小
６
年
）

　

木
島
凛
翔（
薬
師
寺
小
６
年
）

　
ベ
ス
ト
８

　

角
田
将
也（
薬
師
寺
小
６
年
）

　

櫻
井
元
夢（
国
分
寺
小
６
年
）

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
９
月
19

日
に
開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

11
月
25
日
㈮
午
前
９
時
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

担
当　

川
村

　

☎（
52
）１
１
８
２（
月
・
水
・
金

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）
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環境課 32-8898

ワ
ン
ワ
ン
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
！

■
日
時

　

12
月
４
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午（
雨
天
中
止
）

■
場
所

　

野
木
町
総
合
運
動
公
園

（
野
木
町
大
字
佐
川
野
9
1
6
）

■
催
し
物

○
ワ
ン
ワ
ン
ク
イ
ズ

　

ク
イ
ズ
に
答
え
て
お
菓
子
を

も
ら
お
う
！

○
ア
ジ
リ
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー

　

障
害
物
競
走
を
体
験
し
て
み

よ
う
！

○
獣
医
師
に
よ
る
動
物
健
康
し

つ
け
相
談

　

健
康
や
し
つ
け
の
相
談
が
で

き
ま
す
。

○
犬
・
猫
里
親
さ
が
し

　

や
さ
し
い
飼
い
主
を
捜
し
て

い
ま
す
。

○
う
さ
ぎ
・
子
牛
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー

　

か
わ
い
い
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
体
験
が
で
き
ま
す

○
ワ
ン
ワ
ン
サ
ッ
カ
ー

　

専
門
の
訓
練
を
受
け
た
ワ
ン

ち
ゃ
ん
が
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の

P
K
対
決
で
す
。
見
事
ゴ
ー
ル

を
決
め
れ
ば
ク
オ
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。（
受
付
先
着
20
〜

30
名
程
度
）

○
災
害
救
助
犬

　

災
害
救
助
犬
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

○
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー

　

フ
ラ
イ
ボ
ー
ル
ド
ッ
グ
や
フ

リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
が
登
場
し
ま

す
。

○
し
つ
け
教
室

　

専
門
獣
医
師
に
よ
る
し
つ
け

教
室
で
す
。

○
大
道
芸

※
当
日
は
フ
ン
の
持
ち
帰
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
か
ら

の
お
知
ら
せ

〜
石
橋
地
区
の
皆
様
へ
〜

　

11
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮
の
期

間
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原
で

破
砕
機
の
修
繕
工
事
が
行
わ
れ

る
た
め
、可
燃
系
粗
大
ご
み（
植

木
、
家
具
等
）
の
直
接
搬
入
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
！

資
源
収
集
「
小
枝
」

　

ご
み
の
減
量
と
循
環
型
社
会

を
目
指
し
、「
小
枝
の
日
」
に

剪
定
枝
を
分
別
収
集
し
て
い
ま

す
。
市
内
全
域
で
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
収
集
量
は
約
４
８
，

０
５
０
㎏
で
し
た
。

■
剪
定
枝
は
紙
ひ
も
か
麻
ひ
も

で
束
ね
て
！

　

剪
定
し
た
枝
は
、
行
政
カ
レ

ン
ダ
ー
の
「
小
枝
の
日
」
に
束

ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

束
ね
る
際
は
紙
か
麻
の
ひ
も
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
引
き
続

き
ご
み
減
量
化
と
分
別
収
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た

め
、
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲

っ
て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
ジ
ョ
イ
ン
ト
マ
ッ
ト
・
体
重
計
・

ピ
ア
ノ
・
子
供
用
ス
ー
ツ
・（
男
児

用
160㎝
）・
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベッ
ド（
フ

レ
ー
ム
）・
こ
た
つ（
60
×
60㎝
黒
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・

タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
自
転
車（
大
人
用
、

女
児
用
）・
む
つ
み
愛
泉
幼
稚
園
半
ズ

ボ
ン（
110
〜
120㎝
）・
電
気
ま
ほ
う
び
ん

（
２
ℓ
用
、
高
さ
24㎝
ま
で
）・
炊
飯
器

（
５
合
炊
き
）・
う
す
・
き
ね
・
薬
師

寺
幼
稚
園
制
服
及
び
体
操
着（
女
児

120
〜
130㎝
）・
子
供
用
ス
ー
ツ（
男
児

用
130㎝
）・
ソ
フ
ァ
ー
（
長
い
も
の
）・

子
ど
も
用
イ
ス（
食
事
用
）・
キ
ッ
ク
バ

イ
ク
・
カ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
・
ジ
ョ
イ
ン
ト

マッ
ト
・
幼
児
用
布
団
・
国
分
寺
東

小
学
校
体
操
着（
長
袖
・
半
袖
140
〜

150㎝
）・
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ（
女
児
用
20㎝
）

野木町総合
運動公園
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国
分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地

　

天
平
の
丘
公
園
内
に
あ
る
国

分
寺
釈
迦
堂
霊
園
墓
地
に
お
い

て
使
用
場
所
の
返
還
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

・
墓
所
数　

２
基
（
使
用
済
）

　
　
　
　
　

１
基
（
未
使
用
）

・
募
集
期
間　

12
月
１
日
㈭
〜

15
日
㈭

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
内
容
を

確
認
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

釈
迦
堂
霊
園
墓
地
以
外
の
市

営
墓
地
は
、
随
時
使
用
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
墓
所
共
通
内
容

⑴
使
用
料
は
、
墓
所
を
使
用
で

き
る
権
利
で
、
土
地
の
所
有
権

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
管
理
料
は
、
共
用
施
設
の
除

草
等
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

⑶
使
用
料
お
よ
び
管
理
料
は
、

墓
地
使
用
許
可
後
に
納
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
資
格

⑴
本
市
に
引
き
続
き
３
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑵
同
一
世
帯
に
市
営
墓
地
の
許

可
を
受
け
て
い
る
人
が
い
な
い

方
（
他
の
市
営
墓
地
か
ら
の
改

葬
は
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

⑴
市
営
墓
地
使
用
許
可
申
請
書

（
環
境
課
に
設
置
。
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

⑵
申
込
者
本
人
の
住
民
票
の
写

し
（
本
籍
記
載
の
も
の
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課

　

☎（
32
）8
8
9
8

■
市
営
墓
地
一
覧

※
カ
ロ
ー
ト

　

骨
壺
を
収
め
る
た
め
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
設
備

名　　称 所在地 使用料 管理料(年間) ※カロート設置
三昧場墓地 薬師寺3024 80,000円 2,000円 無

国分寺釈迦堂霊園墓地 国分寺993番地2 300,000円 850円 有

柴南霊園墓地 柴77番地3 270,000円 850円 有

サイ川霊園墓地 国分寺367番地3 230,000円 850円 有

柴木間内墓地 柴77番地1 170,000円 850円 無

すがた川霊園墓地 中大領688 320,000円 3,000円（普通） 有4,000円（芝生）

し
も
つ
け
環
境
市
民
会
議
事
務
局（
環
境
課
）

ゆ
う
が
お
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
通
信

下
野
市
自
然
に
親
し
む
会（
自

然
環
境
部
会
）が「「
田
中
正
造

の
日
」制
定
記
念
特
別
賞
」受
賞

　

環
境
対
策
や
自
然
保
護
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕
著

な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
を
表
彰

す
る
佐
野
市
の
田
中
正
造
記
念

賞
で
、
自
然
環
境
部
会
所
属
の

「
下
野
市
の
自
然
に
親
し
む
会
」

が
田
中
正
造
の
日
制
定
記
念
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
田
中
正
造
記
念
賞
」
は
、

田
中
正
造
翁
没
後
百
年
を
顕
彰

す
る
事
業
と
し
て
、
佐
野
市
が

「
環
境
問
題
の
先
駆
者
と
し
て

の
田
中
正
造
翁
」
の
偉
業
を
称

え
、
環
境
対
策
や
自
然
保
護
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
団
体
を
表

彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

25
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
事
業

で
す
。

　
「
下
野
市
の
自
然
に
親
し
む

会
」
の
「
田
中
正
造
の
日
」
制

定
記
念
特
別
賞
」
の
受
賞
理
由

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

様
々
な
自
然
保
護
活
動
に
取

り
組
む
中
で
、
特
に
ジ
ャ
コ
ウ

ア
ゲ
ハ
の
保
護
活
動
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い

る
。
幼
虫
の
食
草
で
あ
る
ウ
マ

ノ
ス
ズ
グ
サ
の
分
布
調
査
を
は

じ
め
他
で
は
見
ら
れ
な
い
ユ
ニ

ー
ク
な
取
組
を
展
開
し
、「
わ

が
町
の
蝶
々
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
成
る

61
人
に
及
ぶ
会
員
が
植
物
部
会
、

昆
虫
部
会
な
ど
の
部
会
に
所
属

し
、
様
々
な
方
面
か
ら
保
護
活

動
を
下
支
え
し
て
お
り
、
今
後

と
も
安
定
か
つ
継
続
し
た
保
護

活
動
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
副
賞
と
し
て
金
10
万

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
田
中
正
造
1
8
4
1
年
下
野

国
阿
蘇
郡（
現
栃
木
県
佐
野
市
）

生
。
日
本
初
の
公
害
事
件
と
言

わ
れ
る
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
を

告
発
し
た
政
治
家

墓 

地
国分寺釈迦堂霊園墓地
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　比較的症状の軽い病気や怪我の際は、一次救急医療機関を利用しましょう。
　○夜間休日急患診療所　○休日急患歯科診療所　○在宅当番医
①夜間休日急患診療所
　【所在地】小山市神鳥谷 2251-7（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　【電　話】(39)8880
　【診療日時・診療科目】

　※内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、事前に電話してください。
②休日急患歯科診療所
　【所在地】小山市神鳥谷 2251-7（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　【電　話】(39)8881
　【診療日時】

　※�①と②いずれも受付時間は診療開始 15 分前からです。受付終了時間は診療終了 15 分前までとなります。
必ず保険証をご持参ください

③在宅当番医（小山管内の 6医療機関が交代で診療を行います。）
　石橋総合病院　　☎ (53)1134
　小金井中央病院　☎ (44)7000　　　　

　※�当番日は6医療機関でローテーションしていますので、毎月広報紙でお知らせしています。（今月は42ペー
ジをご覧ください。）

　※受診する際は、必ず事前に病院へ電話してください。
　【案内図】

　※カーナビで検索する場合は、移転前の小山市民病院が表示されることが多いため、住所から検索してください。

毎日（下記日程を除く。）	 午後5時〜翌日午前9時
休前日、年末年始（12月29日~1月2日） 午後5時〜翌日午前5時

日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日〜 1月3日） 午前10時〜正午、午後1時〜４時

平日・土曜日 午後7時〜 10時 内科・小児科
日曜、祝日、振替、年末年始（12
月31日〜 1月3日）

午前10時〜正午、午後1時〜 5時、
午後6時〜 9時

内科・小児科

夜間や休日における救急医療のご案内

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905
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広報しもつけ　2016.11
21

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

　
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

※
注
意
事
項　
「
ゆ
り
か
ご
」「
み

る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場

合
に
は
、
防
犯
対
策
の
た
め
に
入

館
者
登
録
（
名
札
代
）
３
１
０
円

が
か
か
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
随

時
保
育
士
が
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。育

児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

■
日
程　

　

11
月
30
日
㈬
・
12
月
21
日
㈬

�

平
成
29
年
１
月
30
日
㈪
・
２
月
16

日
㈭
・
３
月
16
日
㈭

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う

館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養

士
・
心
理
士

■
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

※
受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

相
　
　
談

子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　
11
月
16
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員　
心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　
12
月
12
日
㈪

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
り
か
ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

■
日
程

　

11
月
22
日
㈫

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応
す

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
程　
11
月
22
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　
市
役
所

■
相
談
員　
精
神
科
医

■
料
金　
無
料

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
相

談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

教
　
　
室

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室

　

健
診
結
果
に
ち
ょ
っ
と
高
め
の

項
目
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、
無

理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の
改
善

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

12
月
16
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

（
受
付
は
午
前
９
時
10
分
か
ら
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

健
診
を
受
診
し
た
74
歳
以
下
の

市
民
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
B
M
I
が
25
以
上
（
肥
満
）

の
方

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
気
に
な
る
方

■
内
容

・
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ
い

て
学
ぼ
う

・
自
分
の
食
生
活
、
何
が
問
題
？

・
室
内
で
で
き
る
運
動
の
実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物

　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶
）、

室
内
用
運
動
靴

※
運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
定
員　
約
20
名

■
費
用　
無
料

■
申
込
締
切　
12
月
９
日
㈮

み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
家
の
み
そ
汁
測
っ
て

み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

み
そ
汁
や
漬
物
を
多
く
と
っ
て

い
る
と
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し
て
、

ご
家
庭
の
み
そ
汁
に
ど
れ
位
塩
分

が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
測
定
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
場
所

　

12
月
７
日
㈬　

き
ら
ら
館

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬　

南
河

内
公
民
館

■
実
施
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
定
員

　

各
時
間
帯
15
名
（
先
着
順
）

※
前
日
ま
で
に
ご
予
約
下
さ
い
。

■
持
ち
物

　

み
そ
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や

袋
に
入
れ
て
お
持
ち
下
さ
い
。）

※
ご
参
加
の
方
に
、
小
さ
じ
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。



Shimotsuke

広報しもつけ　2016.11
22

■問い合わせ先　健康増進課　☎（32）8905

食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
主
催

減
塩
推
進
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
教
室

20
代
～
30
代
の
み
な
さ
ん
、
生
活

習
慣
や
減
塩
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

20
～
30
歳
代
（
高
校
生
の
参
加

も
大
歓
迎
）

■
日
時

　

11
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

調
理
室

■
内
容

①
講
話

・
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と
食
生

活
に
つ
い
て

・
減
塩
に
つ
い
て

・
食
事
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

②
調
理
実
習

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
減
塩
簡
単

メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
米
一
合

■
申
込
締
切

　

11
月
21
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
事
務
局
（
健
康
増
進
課
内
）

ア
ク
ア
サ
イ
ズ

～
プ
ー
ル
で
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
～

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

プ
ー
ル
を
利
用
し
た
運
動
は
、

関
節
に
負
担
を
か
け
ず
に
筋
肉
や

血
管
に
、
日
常
以
上
の
負
荷
を
か

け
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
た
め
、

健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
筋
力

が
付
き
、
代
謝
が
上
が
り
血
流
が

良
く
な
る
こ
と
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
冷
え
性
・
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

に
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
プ
ー
ル
で
運
動
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

１
回
目

　

11
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
～
11
時
40
分

２
回
目

　

11
月
18
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

３
回
目

　

11
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
３
回
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

74
歳
以
下
の
市
民
で
基
本
的
な

検
診
を
受
診
し
て
い
る
方

　

な
お
、
疾
病
を
有
し
て
お
り
市

長
が
主
治
医
の
指
示
を
必
要
と
認

め
た
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら

の
運
動
指
導
情
報
提
供
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

■
持
ち
物

　

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、

バ
ス
タ
オ
ル

■
参
加
費

　

無
料

　
（
プ
ー
ル
の
使
用
料
も
含
む
）

■
定
員

　

20
名

■
申
込
締
切

　

11
月
10
日
㈭

■
申
込
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎
（
47
）
１
１
２
２

検
　
　
　
診

が
ん
検
診

　

市
に
お
け
る
が
ん
検
診
は
、
集

団
検
診
と
医
療
機
関（
個
別
検
診
）

の
選
択
方
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
医
療
機
関（
個
別
検
診
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
診
回
数

　

年
度
内
１
回
で
す
。
集
団
検
診

と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
年
齢
基
準

　

４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31

日
に
そ
の
年
齢
に
達
す
る
人
で
す
。

■
実
施
期
間

　

12
月
31
日
ま
で（
休
診
日
除
く
）

■
実
施
方
法

①
大
腸
が
ん
の
検
査
容
器
と
問
診

票
等
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

②
検
査
結
果
は
、
後
日
医
療
機
関

で
確
認
し
、
結
果
通
知
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
受
診
で
き
る
項
目
・
実
施
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度

が
ん
検
診
・
特
定
健
診
（
健
康
診

査
）
受
診
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

下
野
市
民
の
健
康
と
生

活
習
慣
に
関
す
る
健
康

実
態
調
査

　
「
下
野
市
民
の
健
康
と
生
活
習

慣
に
関
す
る
健
康
実
態
調
査
」
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
皆
様
の

健
康
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
実
態

を
把
握
し
、
市
の
健
康
づ
く
り
施

策
の
基
礎
資
料
と
な
る
重
要
な
調

査
で
す
。

　

回
答
率
に
地
域
差
が
生
じ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
、
ご
回
答
を
い

た
だ
い
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し

た
調
査
票
は
、
今
後
、
集
計
・
分

析
を
し
、
来
年
度
に
「
第
３
次
健

康
増
進
計
画
（
健
康
し
も
つ
け
21

プ
ラ
ン
）」
の
策
定
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し
☎（
51
）０
６
３
３

下
野
市
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
し
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
、
市
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
士
部
会
が
、

独
自
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を

作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
へ
の
記
入
を
と
お
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
振
り
返
り
や

残
り
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
、
老
後
の

人
生
を
よ
り
豊
か
に
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

使
用
に
際
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
印
刷
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
福
祉
課
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　

☎
（
44
）
１
１
１
８

■
講
師

小
山
地
区
医
師
会
下
野
支
部
在
宅

医
療
推
進
委
員
医
師

■
定
員
　
80
名

■
参
加
費　
無
料

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
講
座
終

了
後
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
贈

呈
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
21
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
研
修
室

■
内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

講
演
会
の
お
知
ら
せ

「
我
が
家
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
」
～
ど
う
選
ぶ
医
療
と
介
護
～

　

平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
在
宅
医
療
・
介

護
推
進
事
業
が
新
た
に
市
町
村
の

事
業
と
な
り
ま
し
た
。
市
に
お
い

て
も
こ
の
事
業
を
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
分
の
今
後
の
過
ご
し
方
や

在
宅
医
療
、
介
護
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

①
12
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

②
平
成
29
年
１
月
18
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

③
平
成
29
年
２
月
16
日
㈭

　

午
後
７
時
～
９
時

■
会
場

①
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

②
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
会
議
室

③
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
大
会
議
室

■
定
員

　

40
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
会
と
情
報
交
換
の
場

と
し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

　

現
在
、
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
方
（
ご
本
人
の
参
加
も
可

能
で
す
。）

■
内
容

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
情
報

交
換
他

■
参
加
費

　

昼
食
代　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　

☎
（
44
）
１
１
１
８

健
康
教
育
事
業

「
体
操
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
」

　

簡
単
な
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ
で

す
。
身
体
を
動
か
し
て
、
気
分
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時

　

11
月
17
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

■
講
師

　

健
康
運
動
指
導
士

■
定
員

　

20
名

■
参
加
費　
無
料

■
そ
の
他

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
動
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く

ぶ
ん
じ
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ＱＲコード

利用案内
■11月の図書館カレンダー
	 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

	 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

	 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
29 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
� shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
� com/shimotsuke/mb/

　　　南河内図書館　　　
■リサイクル市（図書・雑誌・ビデオ）
11月12日㈯・13日㈰　午前９時～午後５時
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
11月12日㈯　午前10時30分～
11月26日㈯　午後２時～
■読書会
11月12日㈯　午前10時～
テキスト／萩原 浩 著「海の見える理髪店」
■赤ちゃんといっしょ～育児中の食生活～
11月17日㈭　午前10時30分～
講師：下野市管理栄養士・同保健師
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み／参加無料）
■大人が楽しむ切り紙はり絵講座
11月24日㈭　午前10時～正午
講師：２階会議室
対象：森 直美 先生（切り紙はり絵作家）
定員：15名（※要申し込み／参加無料）
■親と子のクリスマスカード作り教室
11月26日㈯　午前10時～正午
対象：市内在住の小学３年生～中学生
※親子で参加の場合は小学１年生から可
定員：15名（※要申し込み／材料費100円）

　　　石橋図書館　　　
■読書会　
11月９日㈬　午前10時～
テキスト／田辺 聖子 著「鏡を見てはいけ
ません」
■工作会「キラキラ宝石リング」
11月13日㈰　午後２時～
定員：15名（先着順）
■おはなし会
11月19日㈯　午前10時30分～
※11月5日㈯はお休みします。
■ちいさなおはなし会
11月21日㈪　 午前10時30分～
■著者を囲む会「天沼春樹先生を迎えて」
11月26日㈯　午後２時～３時
定員：約20名（※要申し込み）
■新聞コラム書き写しの会
11月28日㈪　午前10時～ 11時30分
◇「下野市の魅力フォトコンテスト2015」
写真パネル展開催中（２階通路）

　　　　国分寺図書館　　　
■新聞コラム書き写しの会(第１・３金曜)
11月４日㈮・18日㈮　午前９時～
■お話ポケットの会のおはなし会
11月５日㈯　午後２時～
■読書会
11月19日㈯　午前10時～
テキスト／夏目 漱石 著「こころ」

■自治医大予防医学講座（全３回）
第２回　11月19日㈯　午後２時～ 3時
第３回　12月３日㈯　午後２時～ 3時
講師：小川 真規 准教授
定員：30名（※要申し込み）
■リサイクル市（図書・雑誌）
11月23日㈬～ 30日㈬　午前９時～午後６時
■ジャズコンサート
11月27日(日)　午後３時～
出演：スウィング・トワイライト・ジャズオーケストラ
定員：20組（※要申し込み）
◇国分寺図書館蔵書点検のお知らせ
11月８日㈫～ 12日㈯休館します。休館中
はブックポスト（視聴覚資料は不可）また
は、南河内・石橋図書館をご利用ください。
■『本とあそぼう全国訪問おはなし隊』が
やってくる！
キャラバンカーに積載された絵本の自由閲
覧と、館内での楽しいおはなし会！
国分寺館…11月５日㈯　午前10時30分～
	 定員：20名（要申し込み）
石 橋 館…11月20日㈰　午後２時30分～
	 定員：25名（当日先着順）
・キャラバンカーは玄関前に設置予定です
・暖かい服装でお越しください
・悪天時は、内容を一部変更して開催します
図書館講座や催し物については、図書館
ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
強父論（国）	 … 阿川 佐和子

昨年94歳で大往生された阿川弘之氏。瞬
間湯沸かし器だった弘之氏の強父語録を、
娘佐和子が思い出とともに綴った一冊。

カラスと京都（国）	 … 松原　始
人生という夢（南）	 … 小檜山 博
老いの可能性（南）	 … 野村 克也
プリズン・ブック・クラブ（石）	 … アン・ウォームズリー
ストロベリーライフ（石）	 … 荻原　浩
＜児童書＞
透明犬メイ（国）	 … 辻　貴司
ママのスマホになりたい（国）	 … のぶみ
バナーナ！（南）	 … 藤本 ともひこ
いかにんじゃ（南）	 … みき すぐる
つきよの３びき（石）	 … たかどの ほうこ
もしも地球がひとつのリンゴだったら（石）
   	 … デビット・スミス
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館

どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

読書人

今月のテーマ
“郷土”特集

10月27日～11月９日（文化の日を中
心とした2 週間）は読書週間です。
この機会に、今月のテーマ「郷土」に
関する本を読んでみてはいかがでしょう
か？栃木県や下野市に関する資
料を紹介しています。図書館で
は、他にも郷土資料を所蔵してい
ますので、ご利用ください。

下野市出身 ( 旧石橋町 ) の女流歌人山崎さんの第１歌集。
第 53 回短歌研究新人賞受賞作「死と放埓なきみの目と」
を含む 19 歳から今までの若々しい感性の詰まった短歌
の本。（石・南・国）

手のひらの花火
山崎　聡子歌集

山崎　聡子 著
短歌研究社

国分寺を歩く

かみゆ歴史編集部 編
イカロス出版

下野市の歌

作詞：保岡直樹
作曲：矢内弘子
下野市

語りつぐ戦争
とちぎ戦後
70 年

下野新聞社編集局 編
下野新聞社

喜連川の風
　～江戸出府～

稲葉　稔 著
ＫＡＤＯＫＡＷＡ

（角川文庫）

とちぎを掘る
栃木の考古学の到達点

栃木県考古学会 編
随想舎

なつかしい
栃木の停車場

黒川 雄三 著
かぬまっこ出版

長い歴史を経て、日本全国に点
在する古代のロマンに満ちあふ
れた天平寺院――国分寺。その
すべてが分かる一冊。( 石・国 )

市制施行 10 周年を迎え、今年 1
月に制定した「下野市の歌」の
CD。合唱、独唱、ピアノ、マー
チ、JAZZVer.、POPVer.、オルゴー
ルの 7 パターン収録。貸出可能。

（南・石・国）

栃木県内外の体験者の証言を集
め、次世代へ語り継ぐべき教訓
を探る総力をあげた大型連載の
書籍化。第 21 回平和・協同ジャー
ナリスト基金賞奨励賞受賞作。
( 石・国 )

日本一小さいが格式は高い、石
高は低くお金の無い喜連川藩。
現さくら市、旧喜連川町の時代
小説が登場！（石）

栃木県考古学会創立 50 周年記念
出版。「旧石器」「縄文・弥生」「古
墳」「奈良・平安」「中世」の重
要なテーマの考察と、「考古学の
歩みと史跡整備」の 6 部で構成。

（南・石・国）

今は建て替え消え失せた、JR、
第三セクター、東武鉄道の各駅
舎（全 127 駅舎）をスケッチし、
駅舎にまつわる小話を加えた一
冊。（南・国）

番外編
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http://www.shimosata.com

しもサタチャンネル、もうご覧になりましたか？インターネットで「しもサタ」と検索してくださいね♪
携帯電話・スマートフォンからは上のＱＲコードを読み込むとホームページにアクセスできます！

「しもサタチャンネル」で検索♪
ユーチューブ内の検索で探すと一番上に出てきますよ！

↑（こちらのQRコードからもアクセスできます）

https://www.youtube.com/channel/UCeynh4gWTs9hns4FV8rW6gw
しもサタチャンネルのチャンネル登録をお願いします♪

ホームページＯＰＥＮ!!
「しもサタどっとこむ」

TA K E
F R E E

TA K E
F R E E

設置場所も順次拡大 !
ぜひゲットしてくださいね !
また設置して下さる場所も

大募集中 !

H o t  N e w s ! !H o t  N e w s ! !

下野市に勇者登場 !?下野市に勇者登場 !?

しもサタどっとこむの

パンフレット設置 !
しもサタどっとこむの

パンフレット設置 !

しもサタどっとこむがパワーアップ !!しもサタどっとこむがパワーアップ !!見やすくて

情報も充実！
見やすくて

情報も充実！

新鮮な

地元の食材情報が

いっぱい !
医療が充実 !

健康なまち

子育てサポートも

充実 !

■問い合わせ先　総合政策課　☎︎（38）８８８６

しもサタで検索してね！！
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下
野
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
文
化
課

新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

昔
か
ら
日
本
人
は
温
泉
が
好
き

　

11
月
に
な
る
と
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
季
節
と
な
り

ま
す
。
現
代
人
は
木
枯
ら
し
に
吹
か
れ
て
寒
い
中
、
家
路

に
つ
い
て
も
直
ぐ
暖
房
で
体
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
は
、
古
代
の
人
々
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

竪
穴
住
居
に
は
囲
炉
裏
や
カ
マ
ド
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
屋
根
は
茅
葺
き
の
た
め
、
火
で
屋
内
を
温
め
よ
う
と

し
て
も
大
き
な
火
力
を
使
う
と
火
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
時
折
、
火
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、
家
財
道
具
（
主
に

残
っ
て
い
る
の
は
土
器
な
ど
で
す
が
）
が
置
か
れ
た
ま
ま

で
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
食
事
を
し
て
い

た
時
に
火
事
に
な
っ
た
の
か
、
５
人
分
と
想
定
さ
れ
る
土

器
が
家
の
中
に
ほ
ぼ
車
座
に
置
か
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ

た
住
居
跡
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
恐
ら
く
失
火
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
推
測
と
な
り
ま
す
が
竪
穴
住
居
で
は
、
暖

を
と
る
た
め
や
明
か
り
と
り
、
そ
の
ほ
か
茅
葺
き
屋
根
を

長
く
持
た
せ
る
た
め
な
ど
か
ら
ほ
ぼ
継
続
的
に
カ
マ
ド
や

囲い

ろ

り
炉
裏
に
火
が
灯
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
が
少
し
下
っ
て
鎌
倉
時
代
頃
の
遺
跡
か
ら
直
径
30

～
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
素
焼
き
の
火
鉢
が
市

内
で
も
出
土
し
ま
す
。
最
近
ほ
と
ん
ど
火
鉢
を
見
る
こ
と

が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
は
お
よ
そ
８
０
０
年
、

炭
と
火
鉢
を
使
っ
て
暖
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自

治
医
科
大
学
の
南
側
の
住
宅
地
の
開
発
に
伴
う
調
査
で
中

世
の
下し

も
ふ
る
だ
て

古
舘
遺
跡
か
ら
は
「
温お
ん
じ
ゃ
く石」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
葉
書
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
厚
さ
３
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
程
度
の
耐
火
性
石
材
の
上
部
に
直
径
約
1
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
穴
が
開
い
て
い
ま
す
。
火
鉢
な
ど
で
温
め
て

布
の
袋
に
入
れ
て
懐
に
入
れ
暖
を
と
る
た
め
に
使
用
し

ま
す
。「
懐か

い
せ
き石

料
理
」
の
懐
石
と
は
こ
の
石
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
で
は
、
ほ
か
に
暖
を
と
る
た
め
に
ど
ん
な
方
法

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
古
代
の
出
土
遺
物

で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
都
内
な
ど
の
遺
跡
か
ら
は
、

江
戸
時
代
の
陶
器
製
の
湯
た
ん
ぽ
が
出
土
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
た
つ
に
使
用
し
た
瓦が

し
つ質

の
四
角
い
火
鉢
な
ど
も
見
つ
か

り
ま
す
。
戦
前
の
民
具
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
が
江
戸
時
代
の
後
半
頃
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
出
土
資
料
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
文
献

史
料
で
は
約
１
２
０
０
年
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
出
雲
国

風
土
記
』
に
当
時
、
温
泉
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
約
す
る
と
「
河
の
ほ
と
り
と
海
辺
に
温

泉
が
あ
り
、
男
も
女
も
老
人
も
子
供
も
温
泉
に
毎
日
道
路

に
列
を
な
す
ほ
ど
人
が
集
ま
る
の
で
、
市
が
立
つ
ほ
ど
の

盛
況
で
お
湯
に
つ
か
る
と
き
れ
い
に
な
り
病
気
も
た
ち
ま

ち
治
り
、
皆
酒
宴
を
開
い
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
中
著
名
な
温
泉
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

愛
媛
県
松
山
市
の
道
後
温
泉
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
記
さ

れ
て
お
り
、
兵
庫
の
有
馬
温
泉
は
神
代
の
頃
か
ら
知
ら
れ

て
お
り
秀
吉
も
よ
く
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
義
経
の
家
来
で
あ
る
源
有
綱
が
再
起
を
図
る
た
め
に

潜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
米
の
磨
ぎ
汁
で
発
見
さ
れ
て
し
ま

っ
た
「
源
三
窟
」
で
有
名
な
塩
原
温
泉
も
あ
り
ま
す
。
き

っ
と
傷
を
癒
し
た
の
で
し
ょ
う
。
歴
史
的
に
著
名
な
温
泉

で
あ
る
道
後
温
泉
や
群
馬
県
草
津
温
泉
、
長
野
県
諏
訪
温

泉
の
付
近
で
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
も
発
見
さ
れ
お
り
、
か

な
り
昔
か
ら
温
泉
は
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
『
駿

す
る
が
の
く
に
し
ょ
う
ぜ
い
ち
ょ
う

河
国
正
税
帳
・
正
倉
院
文
書
』
天
平
10
年
（
７
３
８
）

の
記
録
に
は
、
平
城
京
居
住
の
従
四
位
下
小
野
朝
臣
牛
養

（
貴
族
階
級
の
人
）
が
病
気
療
養
と
し
て
那
須
の
温
泉
に

行
く
た
め
駿
河
国
（
静
岡
県
）
を
通
過
し
た
際
、
従
者
を

12
名
連
れ
て
お
り
駿
河
国
の
六
郡
を
通
過
す
る
の
に
お
よ

そ
６
日
か
か
る
の
で
78
人
日
分
の
食
料
を
支
給
す
る
よ
う

請
求
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
貴
族
は
大
勢

の
供
を
引
き
連
れ
、
東
海
道
の
各
国
（
今
な
ら
県
）
に
旅

費
・
経
費
を
要
求
し
て
那
須
ま
で
保
養
に
来
て
い
た
訳
で

す
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
ね
。



今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名・住
所・電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
11/1 2 3 4 5 6

グリムの館20
種年記念オペ
ラ（10.34）

市民農園祭り（10.35）
ノルディックウォーキ
ング教室（10.14）
結城紬展示会（10.35）

天平の芋煮会（9.38）
親善テニス大会
（10.13）

7 8 9 10 11 12 13
パソコン相談
窓口（11.10）
食のオープ
ンスクール
（10.38）

みそ汁塩分測
定会（10.23）

司法書士無
料相談会
（11.40）

がん患者と家
族のサロン
（11.36）

アクアサイズ
（11.22）

姿川クリーン作戦
（10.43）
障がい者スポーツ交流
会（10.12）

14 15 16 17 18 19 20
ふれあいコン
サート
（10.34）

子育て相談
（11.21）
石高マラソン
（10.42）

体操＆ストレ
ッチ（11.23）

アクアサイズ
（11.22）

栃木県知事選挙（11.8）
県南市場まつり
（11.29）
ネイチャーゲーム
（10.39）

21 22 23 24 25 26 27
認知症サポ
ーター講座
（11.23）

子育て相談
（11.21）
こころの健康
相談（11.21）
ヘルシース
タート教室
（10.24）

マシアスの町
遊び（11.44）
下野薬師寺歴
史館記念講座
（10.38）

行政書士無料
専門相談会
（11.40）

アクアサイズ
（11.22）
認知症介護
者交流会
（11.23）

減塩推進スキルアップ
教室（11.22）

28 29 30 12/1 2 3 4
育児相談
（11.21）

ミックスダブルステニ
ス大会（11.17）
ワンワンふれあいフェ
スティバル（11.18）

5 6 7 8 9 10 11
パソコン相談
窓口（11.10）

みそ汁塩分測
定会（11.21）

食のオープ
ンスクール
（11.35）
ママパパ
Englishサロ
ン（11.44）

男女共同参画都市記念
式典（11.6）
医療と介護の講演会
（11.23）
天平の丘史跡巡りウォ
ーキング（11.29）

ファミリーコンサート
（11.29）
クリスマスコンサート
（11.10）

12 13 14 15 16 17 18
子育て相談
（11.21）

スマートチャ
レンジ教室
（11.21）

あんぎん編み体験講座
（11.34）

定期歴史講座（11.34）

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.11
28

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

誕生日のみんな！
おめでとう

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

天平の丘公園周辺の史跡巡りウォーキング…P29

確定申告にはマイナンバーが必要です…P31

土のう袋を配布します…P31

広報しもつけを郵送します…P32

下野市消費生活センター…P37

みーたん

ゆうみくん

りんりん

とっちゃん

しゅんしゅん

みくちゃん

あいちゃん



イ
ベ
ン
ト

県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
市
）開
催

11/20
　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

は
、
県
南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
生
鮮
食
料
品
流

通
の
拠
点
市
場
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
け
る
市
場
の
発
展
と
日

頃
の
利
用
に
感
謝
し
県
南
市
場
ま

つ
り
（
感
謝
祭
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
市
場
内
の
設
備
や
取

扱
品
等
を
消
費
者
の
皆
様
に
直
接

見
て
い
た
だ
き
、
流
通
の
し
く
み

や
市
場
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
永
く
愛
さ
れ
る
市
場

と
な
る
よ
う
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
当
県
南
市
場
は
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
係
の
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、「
環
境
展
」
も

併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

普
段
は
一
般
の
方
の
入
場
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
に
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
20
日
㈰

　

午
前
７
時
～
午
後
１
時
ま
で

■
会
場

　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

小
山
市
大
字
下
河
原
田
9
5
4

　
（
国
道
50
号
線
沿
い
）

■
催
物

・
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関

連
商
品
の
展
示
販
売

・
野
菜
・
果
物
の
模
擬
せ
り

・
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り

・
抽
選
会

・
ま
ぐ
ろ
目
方
当
て
ク
イ
ズ

・
リ
ン
ゴ
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競

争・
輪
投
げ

・
ビ
ン
ゴ
大
会

・
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ

ッ
ポ
焼
き
・
う
ど
ん
・
そ
ば
等
の

売
店

・
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無
料
配
布

・
有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
の
意

義
及
び
必
要
性
の
普
及
啓
発

・
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
で
の
処
理
品
（
有
機
肥
料
）
の

無
料
配
布

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
集
合

・
よ
さ
こ
い
他

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　

☎（
38
）3
3
3
0

http://w
w

w
.kennanichiba.

org/

　

下
野
市
・
壬
生
町
・
上
三
川
町

の
一
市
二
町
で
は
、
文
化
財
を
活

か
し
た
広
域
連
携
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

な
が
ら
史
跡
も
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
天
平
の
丘
周
辺
の
史
跡

巡
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
集
合
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
見
学
場
所

　

下
野
国
分
寺
跡
・
尼
寺
跡
・
伝

紫
式
部
の
墓（
五
輪
塔
）・
オ
ト
カ

塚
古
墳
・
丸
塚
古
墳
・
民
俗
資
料

館
夜
明
け
前
等

（
全
行
程
約
３
キ
ロ
）

■
定
員

　

先
着
50
名（
参
加
無
料
）

■
受
付
開
始

　

11
月
８
日
㈫

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

（
窓
口
ま
た
は
電
話
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
の
お
く
り
も
の
」

12/11
　

小
さ
な
お
子
さ
ま
と
一
緒
に
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　

12
月
11
日（
日
）

「
わ
い
わ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

午
前
11
時
開
演

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

午
後
２
時
開
演

■
場
所

　

グ
リ
ム
の
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

「
わ
い
わ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

０
歳
児
か
ら
入
場
O
K
! 

手

拍
子
を
し
た
り
一
緒
に
歌
っ
た
り

し
て
、
音
楽
を
楽
し
も
う
！

［
演
奏
曲
］ド
レ
ミ
の
歌
、
ト
ル
コ

行
進
曲
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
イ
ン

ト
ロ
ク
イ
ズ
他
。

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

４
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
少

し
大
人
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

［
演
奏
曲
］愛
の
あ
い
さ
つ
、Let 

it go

、
幻
想
即
興
曲
、
ク
リ
ス
マ

ス
メ
ド
レ
ー
他
。

■
出
演

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ィ
ヴ
ェ
ル

タ
ー
ズ（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ

ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
）

■
前
売
券

　

各
回
と
も
大
人
1
，5
0
0
円
、

こ
ど
も（
４
歳
～
中
学
生
）5
0
0

円
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
館

　

☎（
52
）1
1
8
0

天
平
の
丘
公
園

周
辺
の
史
跡
巡
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

12/10
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お
知
ら
せ

ご
寄
附
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

小
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所　

（
代
表　

石
﨑
篤
様
）か
ら
、
金

3
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
野
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
案
）に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

11/1〜30
　

市
で
は
、
人
口
減
少
等
に
よ
る

公
共
施
設
等
の
利
用
需
要
の
変
化

や
、
厳
し
さ
を
増
す
財
政
下
に
お

け
る
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
に
対

応
す
る
た
め
、「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
下

野
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検

討
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料　
下
野
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
総
合
政
策
課
（
新
庁
舎
２
階
）

②
市
民
課
石
橋
窓
口（
石
橋
公
民
館
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河
内

図
書
館
２
階
）

※
閲
覧
時
間
は
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

※
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も
11

月
30
日
㈬
午
後
５
時
15
分
必
着

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

②
（
32
）8
6
0
6

③
電
子
メ
ー
ル

④
直
接
持
参

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
性

別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
の
明
記
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付・問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

公
有
資
産
活
用

グ
ル
ー
プ　

☎（
32
）8
8
8
6

sougouseisaku@
city.

shim
otsuke.lg.jp

『
下
野
市
立
地
適
正
化

計
画
』(

案)

に
関
す
る

住
民
説
明
会
開
催

11/22・24・29 
　

立
地
適
正
化
計
画
は
、
平
成
26

年
5
月
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法

の
改
正
（
平
成
26
年
8
月
施
行
）

に
よ
り
、
市
町
村
が
策
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
計
画
で
、
地
方
部

に
お
い
て
は
、
人
口
密
度
を
維
持

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
計
画

で
す
。

　

ま
た
、
立
地
適
正
化
計
画
は
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
高

度
化
版
と
言
わ
れ
て
お
り
、
都
市

全
体
を
見
渡
し
な
が
ら
居
住
を
誘

導
し
て
人
口
密
度
を
維
持
す
る
エ

リ
ア
（
居
住
誘
導
区
域
）
や
生
活

サ
ー
ビ
ス
施
設
を
誘
導
す
る
エ
リ

ア
（
都
市
機
能
誘
導
区
域
）
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
誘

導
す
る
た
め
の
施
策
等
が
盛
り
込

ま
れ
、
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
で
国
の
支
援
事
業
等
を
受
け
な

が
ら
都
市
機
能
の
立
地
や
居
住
を

効
果
的
に
誘
導
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
へ
の
対
応
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
30
年
度
の
4
年
間
を
か
け
て

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
立
地
適
正
化
計
画
は
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一

部
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
中
で
の
役

割
を
含
め
、
整
合
を
図
り
ま
す
。

　

両
計
画
と
も
、
都
市
計
画
区
域

全
域
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
立
地

適
正
化
計
画
は
、
市
街
化
区
域
内

に
お
い
て
都
市
機
能
や
居
住
を
誘

導
す
る
た
め
の
方
針
お
よ
び
区
域

設
定
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市

機
能
誘
導
区
域
に
つ
い
て
は
、
本

市
中
央
部
に
位
置
し
、
市
役
所
庁

舎
に
近
く
、
地
域
の
中
心
拠
点
と

な
っ
て
い
る
自
治
医
大
駅
、
合
併

前
の
旧
町
時
代
か
ら
の
中
心
拠
点

で
あ
る
石
橋
駅
、
小
金
井
駅
の
3

つ
の
鉄
道
駅
の
周
辺
を
対
象
と
し

ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
で
、
都

市
機
能
誘
導
区
域
の
設
定
を
行
い
、

平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
に

居
住
誘
導
区
域
の
設
定
を
含
め
た

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
立
地
適
正
化
計
画

に
お
け
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
設

定
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
住
民
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
日
時
・
場
所
を
ご
確
認
の

う
え
、
都
合
の
良
い
日
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

■
日
程
お
よ
び
会
場

■
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　

都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

　

☎（
32
）8
9
0
9
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開催日・時間 会　　場

11月22日（火曜日）　午後7〜9時 スポーツ交流館　２階　会議室

11月24日（木曜日）　午後7〜9時
グリーンタウン
コミュニティセンター　ホール

11月29日（火曜日）　午後7～9時 国分寺公民館　視聴覚室



　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
平
成
28
年
分
確
定
申
告
手
続

き
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
・

本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

■
本
人
確
認
書
類

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
、

本
人
確
認
（
番
号
確
認
と
身
元
確

認
）
が
可
能
で
す
。

・
ご
自
宅
か
ら
e

−

T
a
x
で
送

信
す
れ
ば
、
本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
提
出
が
不
要
で

す
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方

　

①
と
②
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

①
番
号
確
認
書
類

《
ご
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確

認
で
き
る
書
類
》

・
通
知
カ
ー
ド

・
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票

記
載
事
項
証
明
書

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る

も
の
に
限
り
ま
す
）

②
身
元
確
認
書
類

《
記
載
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類
等
》

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
在
留
カ
ー
ド

・
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

・
身
体
障
害
者
手
帳

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

　

☎
0
1
2
0（
95
）0
1
7
8

■
確
定
申
告
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先

　

栃
木
税
務
署

　

☎
0
2
8
2（
22
）0
8
8
5

　
（
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
）

　

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

　

☎（
32
）8
8
9
1

水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
32
）8
9
1
1

土
の
う
袋
を

配
布
し
ま
す

　

台
風
や
局
地
的
な
大
雨
に
よ
り
、

ご
自
宅
の
敷
地
や
家
屋
が
浸
水
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
水
害
か
ら
住
宅
・
事

業
所
を
守
る
た
め
、
ご
希
望
に
よ

り
土
の
う
袋
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
期
間

　

11
月
30
日
㈬
ま
で

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
配
布
場
所
・
方
法

　

安
全
安
心
課
窓
口
で
の
お
渡
し

と
な
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
事

前
に
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
配
送
・
回
収
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

■
配
布
物

　

土
の
う
袋　
（
最
大
20
袋
）

た
て
約
60
㎝
×
よ
こ
約
45
㎝

※
土
の
う
袋
に
入
れ
る
土
砂
等
は

各
自
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課
☎（
32
）8
8
9
4

母
子
家
庭・父
子
家
庭・

寡
婦
の
方
に
各
種
貸
付

の
ご
案
内

　

高
校
・
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必

要
な
資
金
を
貸
付
し
て
い
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金

　
（
入
学
準
備
の
た
め
の
資
金
）

・
修
学
資
金

　
（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

・
就
職
支
度
資
金

　
（
就
職
に
必
要
な
被
服
等
の
購

入
資
金
）

　

こ
の
他
に
、
技
能
習
得
資
金
、

修
業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資

金
、
医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資
金

等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
ほ
か
の
制
度
と
の
併
用
は
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
時
間
は
平
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3

平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
・
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
!!
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採取日
採取場所 セシウム134 セシウム137
基準値

（セシウム134および137の合計） 10Bq/kg

9月14日

南河内第１配水場 不検出 不検出
石橋第１配水場 不検出 不検出

国分寺第１配水場 不検出 不検出
南河内第２配水場 不検出 不検出
石橋第２配水場 不検出 不検出

国分寺第２配水場 不検出 不検出



広
報
し
も
つ
け
を
郵
送
し
て
い
ま
す

　
「
広
報
し
も
つ
け
」
は
自
治
会

を
と
お
し
て
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、

公
共
施
設
、
金
融
機
関
、
一
部
の

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
配
付
し
て
お
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

市
民
の
方
を
対
象
に
、
有
償
に

よ
る
広
報
の
郵
送
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
近
く
の
設
置
場
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は

郵
送
費
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
書「
広
報
紙
郵
送
依
頼
書
」

に
切
手
を
添
え
て
、
総
合
政
策
課

の
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
年

度
ご
と
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
書
は
総
合
政
策
課
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.shim

otsuke.
lg.jp/hp/m

enu000012100/
hpg000012050.htm

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
利
用
者
負
担

　

郵
送
実
費
分
。
1
か
月
2
1
5

円
×
希
望
月
数
分
の
切
手
（
ゆ
う

メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。）

■
申
込
期
限

　

広
報
発
行
日
（
毎
月
1
日
）
の

15
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
例
：
4
月
か
ら
希
望
す

る
場
合
は
3
月
15
日
）

■
利
用
者
負
担
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
郵
送
費
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
広

報
紙
郵
送
依
頼
書
」と
併
せ
て「
広

報
紙
郵
送
料
免
除
申
請
書
」
を
提

出
く
だ
さ
い
。

・
全
て
の
世
帯
員
が
65
歳
以
上
の

場
合

・
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
員

の
う
ち
ど
な
た
も
近
く
の
公
共
施

設
等
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）8
8
8
6

下
野
市
公
立
保
育
園
民

営
化
実
施
計
画（
案
）に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
︒

　

市
で
は
公
立
保
育
園
の
民
営
化

を
行
う
た
め
、「
公
立
保
育
園
民

営
化
実
施
計
画
」
の
策
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
実
施
計
画

（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

下
野
市
公
立
保
育
園
民
営
化
実

施
計
画
（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の

場
所
で
文
書
閲
覧
が
可
能
で
す
。

○
こ
ど
も
福
祉
課
（
市
庁
舎
1
階

窓
口
番
号
11
番
）

※
閲
覧
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

11
月
7
日
㈪
～
11
月
25
日
㈮

※
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
持
参
の
い
ず
れ
の
場
合
も
11

月
25
日
㈮
午
後
5
時
15
分
ま
で

（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の
「
意
見
等
記
入
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
郵
送

　

〒
3
2
9

−

0
4
9
2

　

下
野
市
笹
原
26
番
地

　

こ
ど
も
福
祉
課
あ
て

②
F
A
X

　

（
32
）8
6
0
3

③
電
子
メ
ー
ル

kodom
ofukushi@

city.
shim

otsuke.lg.jp

④
直
接
持
参

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
の
明
記
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
3
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お
子
さ
ん
の
写
真
を
広
報

紙
に
載
せ
ま
せ
ん
か
？

　

く
ら
し
の
情
報
の
イ
ベ
ン
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
に
載
せ
る
お
子
さ

ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

総
合
政
策
課

　

info@
city.shim

otsuke.lg.jp

　

電
子
申
請
用
ペ
ー
ジ



11
月
～
12
月
は
県
内
一
斉 

地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を

図
る
た
め
、
11
月
～
12
月
を
「
県

内
一
斉
地
方
税
滞
納
整
理
強
化
月

間
」
と
し
て
、
栃
木
県
と
協
働
し

て
県
内
一
斉
に
徴
収
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
栃
木
県
の
市
県
民
税
徴
収
率
は

全
国
平
均
を
下
回
る

　

栃
木
県
の
市
県
民
税
徴
収
率

（
平
成
27
年
度
実
績　

現
年
度
・

滞
納
繰
越
計
）
は
9
2
・
6
％
で

全
国
平
均
9
4
・
7
％
を
下
回
り
、

全
国
に
お
け
る
順
位
は
第
46
位
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
県
で
は
市
と
協
働
し
て
市
県

民
税
の
徴
収
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
特
に
滞
納
整
理
を
強
化
す
べ

き
案
件
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

第
48
条
に
よ
り
県
に
徴
収
の
引
継

ぎ
を
行
い
、
よ
り
一
層
の
滞
納
解

消
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

地
方
税
法
第
48
条
引
継
ぎ
実
績

件
数
：
1
0
9
件

金
額
：
4
，6
0
4
万
円

徴
収
実
績
：
1
，8
6
5
万
円

■
税
を
滞
納
す
る
と・・・

1　

督
促
状
が
送
ら
れ
ま
す

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
概
ね
20
日
以

内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督

促
状
が
発
送
さ
れ
る
と
本
税
の
ほ

か
に
督
促
手
数
料
1
0
0
円
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
督

促
後
10
日
を
経
過
し
て
な
お
納
付

が
無
い
場
合
は
差
押
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
法
律
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

2　

財
産
の
調
査
を
行
い
ま
す

　

取
立
て
や
換
価
が
容
易
な
債
権

を
優
先
し
て
差
押
す
る
の
で
、
給

与
、
年
金
、
売
掛
金
、
預
貯
金
、

生
命
保
険
等
の
調
査
を
速
や
か
に

行
い
ま
す
。
勤
務
先
や
取
引
相
手

ま
た
は
金
融
機
関
等
に
滞
納
が
知

ら
れ
ま
す
。

　

債
権
が
無
い
場
合
は
、
不
動
産

ま
た
は
家
宅
捜
索
等
に
よ
り
自
動

車
、
動
産
の
調
査
も
行
い
ま
す
。

3　

差
押
を
執
行
し
ま
す

　

財
産
調
査
ま
た
は
捜
索
に
よ
り

差
押
可
能
な
財
産
が
見
つ
か
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
差
押
を
執
行

し
ま
す
。
事
前
の
予
告
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
あ
る
日
突
然
差
押
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

滞
納
整
理
は
、
法
律
に
基
づ
き

市
（
徴
税
吏
員
）
に
自
力
執
行
権

が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
裁
判
所
の

命
令
や
令
状
を
要
せ
ず
に
捜
索
や

差
押
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
税
が
法
律
に
基
づ
き
公
平

に
課
さ
れ
て
お
り
、
他
の
債
権
に

優
先
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
法
律

で
定
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

■
ロ
ー
ン
返
済
は
滞
納
の
理
由
に

な
る
？

　

住
宅
や
自
動
車
の
ロ
ー
ン
や
消

費
者
金
融
の
返
済
等
を
優
先
し
て

滞
納
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
身
の
財
産

取
得
や
資
産
形
成
に
伴
う
返
済
で

あ
り
、
納
税
の
公
平
性
に
反
す
る

の
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

返
済
計
画
の
見
直
し
等
を
行
い

滞
納
の
解
消
お
よ
び
納
期
内
納
付

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
︑

す
ぐ
に
納
税
相
談
を

　

災
害
や
盗
難
、
急
な
疾
病
や
負

傷
、
事
業
の
廃
止
等
に
よ
り
、
本

来
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
で
き

な
い
場
合
は
、
納
税
を
猶
予
（
納

期
限
を
遅
ら
せ
る
、
分
割
回
数
を

増
や
す
な
ど
）
で
き
る
と
法
律
で

定
め
て
い
ま
す
。

　

滞
納
に
な
る
前
に
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
但
し
要
件
に
該
当
し
て
も
納
付

で
き
る
資
力
が
あ
る
等
、
猶
予
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
う
っ
か
り
ミ
ス
で
滞
納
を
し
な

い
た
め
に

「
気
づ
い
た
ら
納
期
限
を
過
ぎ
て

い
た
」

「
納
付
に
行
く
時
間
が
取
れ
な
い
」

方
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
納
税
（
納
入
）
通
知
書
ま
た
は

税
務
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ご
利
用
に
は
金
融
機
関
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

納
期
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
も
で
き

ま
す
。（
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
納
付

書
に
限
る
）

■
市
か
ら
の
納
税（
納
入
）通
知
に

は
必
ず
目
を
通
し
ま
し
ょ
う

　
「
自
分
は
年
金
天
引
き
」、「
口

座
振
替
し
て
い
る
」、「
自
分
は
国

保
に
入
っ
て
い
な
い
」
と
思
っ
て

通
知
に
目
を
通
さ
ず
、
督
促
状
が

届
い
て
、
初
め
て
自
分
が
滞
納
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
方
が
い
ま

す
。

　

法
令
、制
度
、規
約
に
よ
り
「
毎

年
度
年
金
天
引
き
と
は
限
ら
な

い
」、「
新
た
な
課
税
、
名
義
変
更

な
ど
は
口
座
振
替
の
届
け
出
が
必

要
」、「
家
族
が
国
保
に
加
入
し
て

も
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
」
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
は
関
係
な
い
」
と
思
い

込
ま
ず
、
通
知
が
届
い
た
ら
必
ず

内
容
を
確
認
し
て
不
明
な
点
は
税

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
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国
分
寺
町
商
店
連
合
協

同
組
合
商
品
券
払
い
戻

し
の
ご
案
内

　
「
国
分
寺
町
商
店
連
合
協
同
組

合
商
品
券
」
の
加
盟
店
で
の
利
用

は
、
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
ま
で

で
す
。

　

未
使
用
の
「
国
分
寺
町
商
店
連

合
協
同
組
合
商
品
券
」
を
お
持
ち

の
お
客
様
に
は
「
資
金
決
済
に
関

す
る
法
律
」
第
20
条
第
１
項
お
よ

び
「
前
払
い
式
支
払
手
段
に
関
す

る
内
閣
府
令
」
第
41
条
に
基
づ
き
、

次
の
期
間
に
払
い
戻
し
を
い
た
し

ま
す
。

■
払
戻
申
出
期
間

　

平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
～
５
月

１
日
㈪

　

こ
の
期
間
内
に
申
し
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
本
払
い
戻
し
手
続
き

か
ら
除
斥
（
除
外
）
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
出・払
い
戻
し
の
方
法

　

下
野
市
商
工
会
受
付
に
備
え
て

あ
る
「
払
戻
し
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、「
国
分

寺
町
商
店
連
合
協
同
組
合
商
品

券
」
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
現
金
で
払
い
戻
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会

　

☎（
44
）0
2
0
2

定
期
歴
史
講
座
開
催

　

壬
生
町
周
辺
の
弥
生
か
ら
古
墳

時
代
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容

①
開
催　

12
月
18
日
㈰

②
講
師

　

壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　

君
島　

利
行　

学
芸
員

③
講
座

　

壬
生
町
の
弥
生
～
古
墳
時
代

④
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

1
0
0
円

■
受
付
開
始

　

12
月
６
日
㈫
随
時
受
付

■
募
集
人
数

　

60
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

あ
ん
ぎ
ん
編
み

体
験
講
座
開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
編
布

（
あ
ん
ぎ
ん
）
を
使
っ
て
古
代
編

み
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

①
開
催　

12
月
17
日
㈯

②
体
験　

ポ
シ
ェ
ッ
ト
作
り

③
時
間

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料　
3
0
0
円

■
受
付
開
始　
12
月
６
日
㈫

■
募
集
人
数　
15
名
（
定
員
制
）

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

平
成
29
年
度
・
30
年
度

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
入
札
参
加
者
資
格
審

査
の
申
請
に
つ
い
て

（
建
設
工
事
・
建
設
関
連
業
務
委

託
・
物
品
購
入
、
業
務
委
託
等
・

回
収
資
源
）

■
受
付
期
間　
11
月
14
日
㈪
～
12

月
２
日
㈮
必
着

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
提
出
方
法

　

郵
送
（
郵
便
書
留
）

※
持
参
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
小
山
広
域
保
健

衛
生
組
合
管
内
市
町
に
本
店
ま
た

は
支
店
等
を
有
す
る
方
は
、
持
参

に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
申
請
書
類
お
よ
び
申
請
要
領
の

入
手
方
法

　

申
請
書
は
、
小
山
広
域
保
健
衛

生
組
合
政
策
課
窓
口
（
無
料
）
ま

た
は
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
city.oyam

a.tochigi.jp/kouiki

）

に
て
入
手
で
き
ま
す
。

■
提
出・問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
3

−

0
0
4
3

　

小
山
市
大
字
塩
沢
6
0
4
番
地

　

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

　

政
策
課

　

☎（
22
）3
2
2
8

平
成
29
年（
2
0
1
7
年
）版

県
民
手
帳
発
売

　

来
年
の
栃
木
県
民
手
帳
を
発
売

し
ま
す
。
県
民
手
帳
は
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
だ
け
で
な
く
、
栃
木
県

の
便
利
な
情
報
や
、
生
活
に
役
立

つ
情
報
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

11
月
上
旬
か
ら
県
内
書
店
、
文

房
具
店
、
一
部
コ
ン
ビ
ニ
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
等
で
お
買
い
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
窓
口
販
売
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
定
価・規
格

・
通
常
判　

5
4
0
円

　
（
14
・
7
㎝
×
8
・
9
㎝
）

・
ポ
ケ
ッ
ト
判　

4
3
2
円

　
（
12
・
4
㎝
×
7
・
6
㎝
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
統
計
協
会

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
2
5
2

あんぎん編みでポシェット作り
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し
も
つ
け
ポ
イ
ン
ト
倶

楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
切
替
に
つ

い
て

　

10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
し

も
つ
け
ポ
イ
ン
ト
倶
楽
部
で
発
行

し
て
い
る
「
花
咲
き
し
も
つ
け
カ

ー
ド
」
の
切
替
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
は
黄
色
の
カ
ー

ド
の
み
ご
使
用
で
き
ま
す
。

　

今
ま
で
の
緑
色
の
カ
ー
ド
は
一

切
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
下
野
市
共
通
商
品
券
の
ご
利
用

に
つ
い
て

　

し
も
つ
け
ポ
イ
ン
ト
倶
楽
部
加

盟
店
で
は
、
下
野
市
共
通
商
品
券

を
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
お
客
様

に
は
、「
花
咲
き
し
も
つ
け
カ
ー

ド
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
２
倍
進
呈
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
ポ
イ
ン
ト
倶
楽
部
事

務
局
（
下
野
市
商
工
会
内
）

　

☎（
44
）0
2
0
2

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家
庭

で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ
ニ

ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
９
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
テ
ー
マ（
メ
ニ
ュ
ー
）

「
華
や
か
お
せ
ち
」

・
炒
り
鶏

・
伊
達
巻

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家

　

臼
居
芳
美 

先
生

■
参
加
費

　

1
，5
0
0
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　
32
名

■
申
込
受
付
日

　

11
月
17
日
㈭

■
受
付
方
法

　

電
話

　
（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム（
午
前
９
時
30
分
～
夜
12
時
）

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は
「
参

加
の
し
お
り
」
の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

☎
0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

h
ttp

://w
w

w
.k

an
p

i-
shim

otsuke.co.jp/open-
school/index.htm

l

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

水
泳
教
室
実
施
中
！

　

寒
い
季
節
こ
そ
、
ふ
れ
あ
い
館

の
温
水
プ
ー
ル
で
思
い
切
り
運
動

し
ま
し
ょ
う
！

①
小
学
生
水
泳
教
室

　

レ
ベ
ル
ご
と
に
分
け
て
練
習
す

る
の
で
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し

て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

・
火
曜
ク
ラ
ス
１
（
定
員
40
名
）

・
木
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
40
名
）

・
金
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
25
名
）

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

・
火
曜
ク
ラ
ス
２
（
定
員
25
名
）

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

・
土
曜
ク
ラ
ス
１
（
定
員
40
名
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

・
土
曜
ク
ラ
ス
２
（
定
員
25
名
）

　

午
後
１
時
～
２
時

②
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

　

痩
せ
た
い
！
運
動
し
た
い
！
ス

ト
レ
ス
解
消
し
た
い
！
健
康
で
い

た
い
！
そ
ん
な
方
に
オ
ス
ス
メ
！

・
水
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分・
金
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
30
名
）

　

午
後
７
時
10
分
～
８
時
10
分

③
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

い
ろ
ん
な
歩
き
方
を
ご
紹
介
。

続
け
る
程
に
効
果
を
実
感
で
き
る

レ
ッ
ス
ン
で
す
。

・
木
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分・
金
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
30
名
）

　

午
前
11
時
～
正
午

④
水
曜
ゆ
っ
た
り
水
泳
＆
体
操

　

水
中
運
動
と
水
泳
を
一
気
に
楽

し
め
る
教
室
で
す
。
初
心
者
大
歓

迎
！
（
定
員
25
名
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

⑤
木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

　

女
性
限
定
！
泳
ぎ
も
キ
レ
イ
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

⑥
木
曜
成
人
水
泳
教
室

　

泳
げ
る
方
も
上
達
が
楽
し
み
に

な
り
ま
す
。（
定
員
20
名
）

　

午
後
６
時
40
分
～
７
時
40
分

■
受
講
料

①
2
，2
5
0
円
（
３
回
実
施
月
）

　

3
，0
0
0
円
（
４
回
実
施
月
）

②
③
④

　

3
，0
0
0
円
（
３
回
実
施
月
）

　

4
，0
0
0
円
（
４
回
実
施
月
）

※
そ
の
他
、
お
試
し
用
に
１
回
1
，

2
0
0
円
券
あ
り
。
ま
た
、
４
回

分
（
4
，4
0
0
円
）
の
回
数
券

も
ご
ざ
い
ま
す
。

⑤
⑥

　

3
，0
0
0
円
（
３
回
実
施
月
）

　

4
，0
0
0
円
（
４
回
実
施
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

温
水
プ
ー
ル
営
業
時
間
（
11
月
～

３
月
）
の
お
知
ら
せ

・
平
日

　

午
前
10
時
～
午
後
８
時
30
分

・
土
日
祝

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
休
館
（
月
曜
が
祝
日
の
場

合
は
水
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル

　

☎（
47
）1
1
2
2
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自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
10
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所　
自
治
医
科
大
学
附
属
病

院　

本
館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ

ウ
ン
ジ

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
治
療
中

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

写
真
展「
～
あ
り
が
と
う
！
～

え
が
お
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
た
ち

６
th
」開
催

　

ダ
ウ
ン
症
や
染
色
体
異
常
を
持

つ
方
の
家
族
が
撮
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
写
真
や
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
展
示
し
、
多
く
の

方
に
知
識
を
広
め
る
こ
と
で
誤
解

や
偏
見
な
ど
を
少
し
で
も
無
く
し

て
い
こ
う
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
会
場
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
開
催
期
間

　

11
月
29
日
㈫
～
12
月
４
日
㈰

■
開
催
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
5
時
ま
で

■
場
所

　

宇
都
宮
市
立
南
図
書
館

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

21
ト
リ
ソ
ミ
ー
・
二
代
目
い
ち

ご
の
畑　

天
野

barbie615@
em

ail.plala.or.jp

下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ

展
の
開
催

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、

東
京
或
い
は
宇
都
宮
の
展
覧
会
で

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

市
内
在
住
の
美
術
家
た
ち
の
作
品

を
新
庁
舎
に
展
示
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
是
非
こ
の
機

会
に
お
気
軽
に
鑑
賞
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
会
場

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

■
会
期

　

11
月
28
日
㈪
～
12
月
９
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

12
月
３
、４
日
休
館

　

初
日
は
午
後
１
時
開
場

　

最
終
日
は
午
後
４
時
閉
場

※
同
時
に
熊
本
地
震
義
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　

下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

舩
越
秀
忠

☎
0
9
0（
9
9
7
1
）4
6
5
0

funagreen2010@
yahoo.

co.jp

北
桜
祭
を
開
催
し
ま
す

■
日
時

　

11
月
12
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
（
入
場
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　
小
山
北
桜
高
等
学
校

　
（
小
山
市
東
山
田
4
4
8

−

29
）

■
内
容

・
展
示
（
総
合
産
業
高
校
の
学
習

内
容
の
紹
介
、
ド
イ
ツ
国
際
交
流

活
動
な
ど
）

・
農
作
物
・
加
工
品
・
作
品
の
即

売
（
米
、
ネ
ギ
、
白
菜
、
大
根
、

里
芋
、
植
木
、
シ
ク
ラ
メ
ン
、
苗

木
、
お
や
ま
和
牛
入
り
か
ん
ぴ
ょ

う
カ
レ
ー
パ
ン
、
あ
げ
ピ
ザ
、
工

業
生
徒
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
）

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
部
に
よ
る

演
舞

■
そ
の
他

・
J
R
宇
都
宮
線
小
金
井
駅
と
学

校
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。（
無
料
）

○
小
金
井
駅
東
口
発

　

午
前
８
時
10
分
、
９
時
、
10
時
、

11
時

○
小
山
北
桜
高
校
発

　

午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
、
２
時
30
分
、
３
時
10
分

・
各
自
ス
リ
ッ
パ
の
ご
持
参
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
個
人
情
報
の
関
係
上
、
校
内
で

の
写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
北
桜
高
等
学
校

　

担
当　

岩
本
☎（
49
）2
9
3
2

労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間

11
／
１
～
30

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。

労
働
保
険
。」

　
「
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）」
は
、
労
働
者
の
業
務

上
ま
た
は
通
勤
途
上
で
の
負
傷
な

ど
と
失
業
の
場
合
に
保
険
給
付
を

行
う
も
の
で
、
労
働
者
を
使
用
す

る
事
業
主
は
法
律
で
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
基

準
監
督
所
ま
た
は
公
共
職
職
業
安

定
所
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
0
2
8
2（
24
）7
7
6
6

　

小
山
公
共
職
業
安
定
所

　

☎（
22
）1
5
2
4
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下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
～ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
す 

～

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
等
に
よ
る

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
消
費
生

活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
苦
情

に
つ
い
て
、
解
決
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
消
費
生

活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
契
約
等

で
疑
問
が
生
じ
た
時
な
ど
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
全

般
に
関
す
る
消
費
者
か
ら
の
相
談

（
苦
情
・
問
合
せ
）
に
、
消
費
生

活
相
談
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
、
消
費
者
被
害
の
相
談

か
ら
各
種
情
報
の
提
供
、
消
費
者

教
育
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

消
費
者
か
ら
の
相
談
に
は
、
問

題
解
決
の
た
め
の
助
言
や
必
要
に

応
じ
て
あ
っ
せ
ん
を
行
な
っ
た
り
、

よ
り
専
門
的
な
相
談
な
ど
の
場
合

に
は
、
内
容
に
添
っ
た
窓
口
を
紹

介
し
た
り
す
る
な
ど
、
解
決
に
向

け
て
よ
り
良
い
対
応
を
し
て
い
ま

す
。《

悪
質
商
法
の
事
例
》

点
検
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
『「
今
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
で
、
家

屋
周
辺
の
害
虫
予
防
消
毒
を
安
価

で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
業
者
の
訪

問
が
あ
り
、
安
く
や
っ
て
も
ら
え

る
な
ら
と
お
願
い
し
た
。
消
毒
が

終
了
し
た
後
に
、「
無
料
な
の
で
、

床
下
も
確
認
し
た
方
が
良
い
で
す

よ
」
と
言
わ
れ
、
点
検
を
し
て
も

ら
っ
た
。

　

点
検
後
、
床
下
の
様
子
を
説
明

さ
れ
て
、「
シ
ロ
ア
リ
が
い
る
の

で
至
急
消
毒
し
た
方
が
良
い
」
と

言
わ
れ
、
約
40
万
円
で
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。』
と
い
う
事
例
が
あ

り
ま
す
。

　
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
無
料

で
点
検
」
な
ど
を
口
実
に
訪
問
し

て
、
点
検
し
た
あ
と
に
消
費
者
の

不
安
を
あ
お
り
、
契
約
を
迫
る
手

口
で
す
。
知
ら
な
い
業
者
は
、
安

易
に
家
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な
ど

と
言
葉
巧
み
に
契
約
を
迫
ら
れ
て

も
、
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
に
一
度

帰
っ
て
も
ら
い
、
家
族
や
周
囲
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
が

な
い
も
の
な
ら
ば
、
は
っ
き
り
断

る
こ
と
も
必
要
で
す 

。

　

も
し
、
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の
取

り
消
し
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
悩
み
の
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

※
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
し
て
の
相
談

は
、
事
前
に
電
話
に
よ
る
ご
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
2
階
）

　

☎（
44
）4
8
8
3
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契約するときの確認項目
●購入する時は、必要なものかを再確認をする
□　本当に必要な商品やサービスですか。
□　勧誘や広告だけで購入が必要だと考えていま

せんか。
□　他の会社の同種商品と品質・価格を比較検討

しましたか。
□　今すぐに購入する必要があるものですか。
●契約内容を再確認する
□　何を、いつ、いくらで契約するのか明確ですか。
□　口頭で確認した契約内容が記載されています

か。
□　申込書にクーリング・オフができることが記

載されていますか。
□　販売業者の住所・電話番号・代表者の記載が

ありますか。
□　契約条項の中で、代金の支払いが遅れた場合

には、どのような責任（違約金・損害賠償）を
負うか確認しましたか。

□　支払いについて、クレジット契約やポイント
（プリペイド）決済などの場合は、支払先を確
認しましたか。

●投資契約・利殖契約の場合は再確認をする
□　利益や損失が生じるしくみを理解しています

か。
□　最大の損失額はいくらですか。最大の損失が

生じても大丈夫ですか。
□　絶対にもうかると言われていませんか。
□　契約先の事業者の信頼性の確認はしています

か。認可・登録を受けた事業者ですか。
□　家族や知人等に相談しないで契約をして大丈

夫ですか。
□　リスクのある投資契約をすぐに判断していま

せんか。
●長期間にわたる契約の再確認をする
□　長期の場合、最後の期間まで契約をすること

は必要ですか。
□　契約期間の途中で解約できる契約ですか。契

約条項に解約条件の記載がありますか。
□　途中で解約した場合の違約金や清算額を確認

していますか。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、

訪
問
販
売
な
ど
特
定
の
取
引
の
場

合
に
、
一
定
期
間
（
8
日
、
た
だ

し
例
外
あ
り
）
な
ら
ば
自
由
に
契

約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
を
い
い
ま
す
。

※
契
約
し
た
も
の
全
て
が
、
解
除

対
象
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
確
認
が
必
要
で
す
。



全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰
を
全
国
一

斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
ま
し
た
。配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
や
職

場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
様
々
な
女
性
の
人
権
問
題
を
め

ぐ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
強

化
週
間
中
は
、
女
性
の
人
権
問
題

に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
が
担
当

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

「
旅
す
る
イ
ギ
リ
ス
美

術
」展

■
会
場

　

栃
木
県
立
美
術
館

■
会
期

　

10
月
29
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈰

■
休
館
日

　

月
曜
日

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
観
覧
料

　

一
般
８
０
０
円
、

　

大
高
生
５
０
０
円
、

　

中
学
生
以
下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
立
美
術
館

　

☎
0
2
8（
6
2
1
）3
5
6
6

栃
木
特
別
支
援
学
校

「
し
ら
さ
ぎ
祭
」

　

児
童
生
徒
に
よ
る
演
技
発
表
、

学
習
発
表
や
、
作
業
製
品
の
即
売

や
模
擬
店
等
を
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

11
月
19
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

栃
木
市
皆
川
城
内
町
1
0
5
3

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

☎
0
2
8
2（
24
）7
5
7
5

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
ご

希
望
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

お
話
し
相
手
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢

者
の
方
で
、
お
話
を
聴
い
て
ほ
し

い
か
た
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
少
し
で
も
不
安
な
気
持
ち
が

な
く
な
り
ま
す
よ
う
、
心
に
寄
り

添
っ
て
傾
聴
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

※
土
日
祝
日
は
休
館

「
税
理
士
＆
司
法
書
士
に

よ
る
相
続・贈
与
の
無
料

相
談
会
」開
催

■
日
時　
11
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
館

　
（
宇
都
宮
市
幸
町
１

−

４
）

■
内
容

　

面
談
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

■
予
約・問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　

☎
0
2
8（
6
1
4
）1
1
2
2

募
　
集

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

・学
校
公
仕
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
昭
和
31
年
４
月
２

日
以
降
の
生
ま
れ
で
、
小
中
学
校

教
育
に
理
解
の
あ
る
方
。

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
、
学
校
教
育
課
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
間

　

11
月
14
日
㈪
～
12
月
16
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
選
考
方
法　
一
次
審
査
を
書
類

選
考
と
し
、
二
次
審
査
の
面
接
試

験
を
１
月
に
行
い
ま
す
。

■
選
考
結
果
発
表　
２
月
に
選
考

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

■
採
用
期
間　
平
成
29
年
４
月
１

日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
学
校

公
仕
は
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

再
任
の
場
合
あ
り
）

※
勤
務
状
況
に
よ
り
再
任
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ア
シ

ス
タ
ン
ト
の
任
期
は
１
年
で
、
４

年
を
上
限
と
し
、
当
該
年
度
に
65

歳
到
達
の
方
は
再
任
し
ま
せ
ん
。

■
応
募・問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎（
32
）8
9
1
8

職種と職務内容等 報酬額等

学校生活支援員
（介助）
支援を必要とする
児童生徒の介助や
学校安全管理の補
助を行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間190日勤務

（夏季等長期休業期間は除
く）
休暇7日間、他夏季休暇
社会保険適用

学校生活支援員
（図書）
学校図書室の運営
および管理の補助
を行う。

日額8,000円
※交通費等の諸手当なし
年間60日勤務

（夏季等長期休業期間は除
く）
休暇1日間
社会保険適用なし

学校公仕
学校環境の整備業
務。

時給850円
常勤
休暇5日間（6か月）
他夏季休暇
社会保険適用
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メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

〜
心
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

市
で
は
、
心
の
病
で
あ
る
精
神

障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

精
神
障
が
い
者
に
寄
り
添
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
、
心
の

病
は
誰
に
で
も
な
り
得
る
病
気
で

あ
り
、
精
神
障
が
い
者
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
自
身
の
心

の
健
康
を
考
え
る
と
と
も
に
、
精

神
障
が
い
を
正
し
く
理
解
し
、
地

域
で
生
活
す
る
精
神
障
が
い
者
に

寄
り
添
い
、
地
域
全
体
で
支
え
合

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
精
神
障
が
い
に
つ
い
て
学
び

た
い
方
、
ご
家
族
や
友
人
等
、
身

近
に
精
神
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

①
12
月
8
日
㈭

②
12
月
22
日
㈭

③
平
成
29
年
1
月
18
日
㈬

※
こ
の
養
成
講
座
は
合
計
3
回
の

受
講
と
な
り
ま
す
。

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
内
容

第
1
回

　

精
神
疾
患
の
正
し
い
理
解

※
医
師
に
よ
る
講
話

第
2
回

　

精
神
疾
患
へ
の
対
応
と
関
わ
り

方第
3
回

　

デ
イ
ケ
ア
等
の
施
設
見
学
と
振

り
返
り

※
施
設
見
学
は
市
有
バ
ス
で
向
か

い
ま
す
。

■
対
象
者

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
定
員

　

20
名

■
参
加
料

　

無
料

■
募
集
期
間

　

11
月
7
日
㈪
～
12
月
5
日
㈪

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）8
9
0
0

小
規
模
特
認
校
制
度
に

よ
る
児
童
を
募
集

　

細
谷
小
学
校
お
よ
び
国
分
寺
西

小
学
校
の
平
成
29
年
度
入
学
の
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
12
月
28
日
㈬

■
募
集
人
数

・
細
谷
小
学
校　

５
名
程
度

・
国
分
寺
西
小
学
校　

10
名
程
度

※
受
付
期
間
終
了
後
も
申
請
者
数

が
募
集
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
就
学
条
件

・
一
年
間
以
上
の
通
年
通
学
が
で

き
る
こ
と

・
学
校
の
教
育
活
動
や
P
T
A
活

動
等
に
賛
同
、
協
力
で
き
る
こ
と

・
通
学
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の

負
担
と
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と

■
申
請
方
法

　
「
小
規
模
特
認
校
就
学
申
請
書
」

を
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
小
規
模
特
認
校
、

教
育
総
務
課
窓
口
、
学
校
教
育
課

窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

■
留
意
事
項

　

申
請
に
際
し
て
は
、
事
前
に
保

護
者
と
児
童
で
学
校
見
学
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
見
学
に

つ
い
て
は
直
接
学
校
へ
連
絡
し
、

日
程
等
の
調
整
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
許
可
通
知
等

　

平
成
29
年
１
月
末
日
ま
で
に
保

護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

　

入
学
許
可
後
、
事
実
と
異
な
る

申
請
や
制
度
の
趣
旨
に
添
わ
な
い

事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
入
学
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

☎（
32
）8
9
1
8

交
通
指
導
員
を
募
集

　

児
童
等
の
登
校
時
の
交
通
安
全

確
保
の
た
め
、
交
通
指
導
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

３
名

■
報
酬

　

月
額
６
万
円

■
勤
務
日

　

土
日
祝
日
を
除
く
毎
日
、
午
前

７
時
頃
～
８
時
頃
ま
で

（
登
校
時
間
帯
の
１
時
間
）

■
採
用
時
期

　

平
成
29
年
４
月
か
ら

■
勤
務（
立
哨
）場
所

・
石
橋
北
小
学
校
学
区
内

・
石
橋
小
学
校
学
区
内

・
薬
師
寺
小
学
校
学
区
内

の
い
ず
れ
か
の
場
所　

■
仕
事
内
容

・
児
童
、
園
児
等
の
登
校
時
の
交

通
安
全
確
保

・
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
交
通
指
導

・
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報
啓
発

活
動
の
推
進

・
市
の
各
種
行
事
に
お
け
る
交
通

整
理
、
誘
導

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
㈭
～
26
日
㈪

■
応
募
資
格

・
前
記
各
小
学
校
学
区
内
、
ま
た

は
そ
の
付
近
に
居
住
す
る
、
20
歳

以
上
、
70
歳
未
満
の
者
（
75
歳
定

年
制
）

・
身
体
強
健
で
あ
っ
て
、
交
通
に

関
す
る
法
令
に
通
じ
、
指
導
力
を

有
す
る
者

・
市
が
指
定
す
る
場
所
で
交
通
指

導
が
で
き
る
者

・
毎
日
の
立
哨
の
他
、
市
内
各
種

行
事
等
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る

者■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
安
全
安
心
課
へ
直
接
提
出
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

履
歴
書
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
応
募・問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
32
）8
8
9
4
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相
　
談

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容　
不
動
産
登
記
関
係

（
相
続
、
売
買
な
ど
）、
商
業
・
法

人
登
記
関
係
、
多
重
債
務
関
係
、

裁
判
手
続
き
関
係
（
1
4
0
万
円

を
超
え
な
い
簡
易
裁
判
所
の
民
事

裁
判
手
続
き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　
11
月
９
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間　
１
相
談
者
あ
た
り

概
ね
30
分
間
（
要
予
約
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）6
3
1
2

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　
11
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　
４
名
（
要
予
約
）

■
相
談
時
間　
概
ね
30
分
間

■
予
約・問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎（
52
）2
3
5
0

就
　
職

下
野
市
観
光
協
会
で

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

観
光
事
業
の
P
R
お
よ
び
新
た

な
観
光
資
源
の
発
掘
、
花
ま
つ
り

等
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
、
観
光

の
推
進
に
従
事
す
る
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
基
準

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴

②
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
後
に
生

ま
れ
た
方

③
普
通
運
転
免
許
取
得
者

■
採
用
日

　

平
成
29
年
4
月
1
日

■
募
集
人
数　
1
人

■
勤
務
体
制
お
よ
び
待
遇

　

原
則
、
週
5
日
勤
務
で
月
曜
日

休
日
。
そ
の
他
下
野
市
観
光
協
会

就
業
規
程
に
基
づ
く

■
勤
務
場
所

　

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館

　
（
小
金
井
駅
西
口
）

■
採
用
方
法

　

筆
記
、
作
文
、
面
接
試
験

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付

し
11
月
30
日
ま
で
に
持
参

■
提
出・問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）下
野
市
観
光
協
会

　

☎（
39
）6
9
0
0

「
福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ

ア（
県
南
エ
リ
ア
）開
催

■
日
時　
11
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
会
場

　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
（
小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2
）

■
内
容

　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
と

県
南
エ
リ
ア
の
求
人
事
業
所
（
40

事
業
所
）
と
の
面
接
会
で
す
。
福

祉
の
仕
事
や
資
格
の
相
談
も
で
き

ま
す
。

■
参
加
対
象

・
福
祉
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

・
転
職
を
考
え
て
い
る
方

・
興
味
の
あ
る
方

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8（
6
4
3
）5
6
2
2

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
賃
金
等（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム　

1
，2
0
0
円

②
短
時
間
勤
務　

1
，1
0
0
円

　

保
健
師　

1
，2
0
0
円

　

看
護
師
（
准
看
護
師
）

　

1
，1
0
0
円

　

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日・勤
務
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
７
時
～
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム　

７
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
60
分
）

②
短
時
間
勤
務　

４
時
間
～

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

　

履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証
の
写
し

を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
3

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
３
・
４
月
に
入
隊
す

る
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

　
（
応
募
年
齢
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
現
在
で
す
）

■
受
付
締
切

　

11
月
30
日
㈬
ま
で

■
試
験
日

　

12
月
３
日
㈯

■
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
宇
都
宮
駐
屯
地
も

し
く
は
北
宇
都
宮
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）4
7
6
3
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石
油
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
し
て
2

日
後
、「
消
火
し
よ
う
と
し
た
が
、

操
作
レ
バ
ー
と
緊
急
消
火
ボ
タ
ン

と
も
に
作
動
し
な
か
っ
た
」と
い

う
事
例
が
あ
り
ま
す
。
新
品
と
交

換
し
て
、
3
か
月
後
に
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
あ
り
、
販
売
店
で
は

「
昨
シ
ー
ズ
ン
の
灯
油
の
使
用
が

原
因
で
は
な
い
か
」と
の
こ
と
で

し
た
。

灯
油
は
、
保
管
方
法
を
誤
る
と

日
光
に
よ
る
変
質
、
水
な
ど
の
混

入
に
よ
り「
不
良
灯
油
」に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
石
油
暖

房
機
器
に
使
用
す
る
と
、
少
量
で

も
異
常
燃
焼
や
故
障
に
つ
な
が
り

危
険
で
す
。

灯
油
の
保
管
は
、
専
用
容
器
に

入
れ
、
日
光
の
当
た
ら
な
い
場
所

に
置
く
な
ど
十
分
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

市
役
所
２
階

■
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
の
言
葉

「
イ
ク
ボ
ス
」

　
「
イ
ク
メ
ン
」な
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
け
れ
ど
、
育
児
を
す

る
上
司（
ボ
ス
）の
こ
と
？
い
い

え
、「
イ
ク
ボ
ス
」は
、
子
育
て

世
代
を
応
援
す
る
上
司
の
こ
と

で
す
。

　

イ
ク
ボ
ス
は
男
性
に
限
ら
ず

女
性
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

組
織
の
業
績
に
貢
献
し
つ
つ
、

部
下
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
、
そ
の
人
の
キ

ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な
が

ら
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
上
司
が

イ
ク
ボ
ス
で
す
。

　

難
し
そ
う
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、ま
ず
は
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
が
病
気
の

連
絡
が
あ
っ
た
部
下
に「
こ
ち

ら
は
大
丈
夫
だ
か
ら
行
っ
て
あ

げ
な
さ
い
」と
す
ぐ
に
言
え
る

の
か
、
嫌
な
顔
を
し
て
し
ま
う

か
、
ど
ち
ら
が
イ
ク
ボ
ス
で
し

ょ
う
か
。

　

上
司
が
変
わ
れ
ば
職
場
の
雰

囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。
企
業
が

変
わ
れ
ば
社
会
が
変
わ
り
ま
す
。

社
会
を
育
て
る
カ
ッ
コ
イ
イ

“
ボ
ス
”を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

古
い
灯
油
の
使
用
で

石
油
暖
房
機
器
が
故
障
？

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
全
て
の
マ
ス

を
埋
め
た
後
、
色
が
つ
い
た
マ
ス

の
文
字
を
並
び
替
え
る
と
下
野
市

ゆ
か
り
の
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
カ
ギ

1　

谷
地
賀
橋

2　

し
び
れ
。
感
覚
が
―
―
す
る
。

3　

縋
る
・
絞
る
・
連
ね
る
・
分

か
つ
と
つ
な
げ
て
慣
用
句
に
。

4　

ボ
ウ
リ
ン
グ
で
8
・
10
番
ピ

ン
が
残
っ
た
ス
プ
リ
ッ
ト
の
こ
と
。

オ
ハ
イ
オ
州
南
西
部
に
位
置
す
る

都
市
の
名
前
が
由
来
ら
し
い
。

6　

事
実
を
証
明
す
る
も
の
。「
ラ

ジ
オ
体
操
に
出
席
し
た
―
―
―
に

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
っ
た
」

7　

上
野
発
青
森
行
き
の
夜
行
列

車
は
―
―
―
列
車

9　

あ
る
結
果
を
成
り
立
た
せ
る

も
と
に
な
る
要
素
。
遺
伝
子
と
は

遺
伝
す
る
―
―
―
の
こ
と
。

11　

樽
な
ど
の
外
側
に
は
め
る
竹

や
金
属
で
作
っ
た
輪
っ
か
の
こ
と
。

―
―
―
が
外
れ
る
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

―
―
―
は
気
か
ら
。
死
に
至

る
―
―
―
。

3　

下
野
市
か
ら
見
た
小
山
市
や

足
利
市
。

5　

本
来
は
仏
教
用
語
。
日
本
語

で
目
下
の
相
手
に
対
す
る
哀
れ
み
。

6　

一
人
一
人
が
違
う
も
の
を
持

つ
の
で
、
犯
罪
捜
査
や
個
人
認
証

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

7　

行
く
年
―
―
―

8　

買
い
物
よ
り
も
少
し
大
げ
さ

な
言
い
方
。

10　

全
長
6
，0
0
0
k
m
を
超

え
る
世
界
遺
産
―
―
―
の
長
城
。

11　
「
ム
ジ
ュ
ン
」
の
「
ジ
ュ
ン
」

の
方
。

12　

我
が
子
を
谷
に
落
と
し
た
り
、

兎
を
狩
る
の
に
も
全
力
を
出
し
た

り
す
る
動
物
。

13　

利
益
と
損
害
。

　

答
え
は
43
ペ
ー
ジ
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し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版
C
D
及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎︎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消費生活

男
女
共
同
参
画
社
会

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは43ページ
▶

まちがいさがし

わかるかな？

1 2 3 4

5 6

7

8 9

10 11

12 13

しもつけ
クロスワード

よくてわりーね

けけ
ワ ド



11
November

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 3 ４ ５
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤

6 7 8 ９ 10 11 12
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
13 14 15 16 17 18 19
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
20 21 22 23 24 25 26
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
27 28 29 30
①③ ②④ ③⑤ ④⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院　下野市石橋 628
　☎53－1134※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　�10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※�内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。
■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－600－0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月〜土曜日：午後６時〜翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時〜翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

8日㈫ 旧下水道庁舎
（薬師寺194）

15日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

16日㈬ 旧下水道庁舎
（薬師寺194）

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
11月１日・８日・15日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　11月22日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
11月７日・14日・21日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　11月28日㈪
法律相談 11月10日㈭
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
11月４日・11日・18日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　11月25日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後１時30分～３ 時30分
　�　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

11
月

天平の丘 JA小山女性会国分寺支部

花広場 お話ポケットの会

12
月

天平の丘 下野市勤労者協議会

花広場 陶芸クラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎32−8907

固定資産税・都市計画税� 第３期
国民健康保険税� 第５期
介護保険料� 第５期
後期高齢者医療保険料� 第５期
国民年金保険料� 10月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32−8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 11月12日・26日
場所 南河内児童館

きらら館は
トレーニング室

■納期限�11月30日㈬

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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２ 児童虐待防止推進月間

４ Shimotsuke-CityTopics　まちの話題

６ 男女共同参画都市

７ 下野市奨学生募集

８ 栃木県知事選挙のお知らせ

10 
11 秋の火災予防運動

12 スポーツ大会激励金・褒賞金制度

13 国民年金だより

14 国内交流・国際交流

目次　Contents

1
9
0
1
年
11
月
27
日
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
第

一
回
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
こ
の
日
を
ノ
ー
ベ
ル
賞
制
定
記
念
日
と
し

ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
家
で

あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
化
学
者
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
言
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
世

界
的
な
賞
で
す
。
物
理
学
、
化
学
、
生
理
学
・

医
学
、
文
学
、
平
和
事
業
の
5
分
野
に
貢
献
し

た
人
に
賞
金
・
賞
状
・
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、
ノ

ー
ベ
ル
の
命
日
で
あ
る
12
月
10
日
に
授
賞
式
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
6
9
年
に
経
済
学
賞

が
追
加
さ
れ
て
6
分
野
と
な
り
ま
し
た
が
、
経

済
学
賞
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
銀
行
が
創
設
し

た
も
の
で
、正
式
な
名
称
は
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ノ
ー
ベ
ル
記
念
経
済
学
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
銀

行
賞
」
で
す
。
こ
の
た
め
、
経
済
学
賞
の
賞
金

は
他
分
野
の
賞
の
よ
う
に
ノ
ー
ベ
ル
財
団
か
ら

で
は
な
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
銀
行
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
大
隅
良
典
さ
ん
が
日
本
人
で
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
日
本
人
の
受
賞
は
こ

れ
で
3
年
連
続
に
な
り
ま
す
。
日
本
人
の
活
躍

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
よ
っ
て
世
界
的
に
認
知

さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

16 Let’sSPORTS

18 
20 保健だより

23 地域包括支援センターだより

24 図書館LibraryInformation

25 読書人

26 しもサタ通信

27 新・下野市風土記

28 くらしの情報（イベントカレンダー）

44 国際交流員マシアスのコラム

今月の何の日

11
月
27
日

ノ
ー
ベ
ル
賞
制
定

記
念
日

41Pのクロスワードの答え
1 2 3 4

5 6

7

8 9

10 11

12 13

ヤ マ イ
ヒ

タ シ
ジ モシ
ツ ク ル ト シ
カ イ ダ シ ナ
バ リン テ
シ シ

ン

タ
リ イガ

答えは、ヒガシダバシ（東田橋）

今月
の
表紙

10月2日に道の駅しもつけにて、
第１回しもつけＢＲＡＮＤフェアが
開催されました。会場では、下野ブ
ランドの試食や販売、パネル展など
を開催し、大盛況となりました。詳
しくは、５ページ　まちの話題をご
覧ください。
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市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
の
ぼ
り
旗　

②
し
も
つ
け
ブ
ラ
ン
ド　

③
紙
コ
ッ
プ
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■
発
行
／
下
野
市
役
所
　
■
編
集
／
総
合
政
策
課
 

■
U
RL:http://w

w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp

平
成
28年

11月
号
 ■
〒
329-0492 栃

木
県
下
野
市
笹
原
26　

■
TEL:0285-32-8886

／
FAX:0285-32-8606 

■
E-m
ail:info@

city.shim
otsuke.lg.jp

広報しもつけを設置協力いただけるコンビニエンスストアを募集しています。
ご協力いただける場合は総合政策課☎0285（32）8886情報広報グループまで
ご連絡ください。

PC・スマホ
市ホームページ

TAKE FREE

国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

●
聖
マ
ー
テ
ィ
ン
の
日

皆
さ
ん
、
10
月
31
日
は
何
の
日
か
知

っ
て
い
ま
す
か
？
そ
う
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
で
す
ね
。
西
洋
の
お
祭
り
で
す
が
、

最
近
日
本
で
も
定
着
し
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
9
〜
10
月
に
な
る
と
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

カ
ボ
チ
ャ
や
コ
ウ
モ
リ
な
ど
の
不
気
味

な
装
飾
で
飾
ら
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が

近
づ
い
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
11
月
1
日
に
お
祝
い
す
る
万
聖
節

の
前
夜
に
行
わ
れ
る
祭
り
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と
は

古
代
ケ
ル
ト
人
が
行
っ
て
い
た
、
秋
の

収
穫
を
祝
い
悪
霊
を
追
い
払
う
お
祭
り

が
由
来
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
キ
リ
ス
ト
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、

現
在
の
形
の
よ
う
な
お
祭
り
に
な
り
ま

し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
カ
ボ
チ
ャ
を

く
り
抜
い
て「
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ

ン
タ
ン
」と
い
う
お
化
け
を
作
っ
た
り
、

仮
装
し
た
子
ど
も
た
ち
が「
ト
リ
ッ
ク
・

オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」と
言
い
な
が
ら
家
々

を
回
り
、
お
菓
子
を
も
ら
い
ま
す
。

一
方
ド
イ
ツ
で
は
、
11
月
11
日
に
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
よ
く
似
た
お
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
人
々
は
広
場
に
集
ま
っ

て
歌
を
歌
い
、
町
は
カ
ラ
フ
ル
な
提
灯

で
飾
ら
れ
、
パ
レ
ー
ド
が
通
り
を
行
き

交
い
ま
す
。パ
レ
ー
ド
は
、ロ
ー
マ
帝
国

の
兵
士
の
よ
う
な
鎧
を
着
て
、
馬
に
乗

っ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
家
々
を
回
る

の
も
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
同
じ
で
す
。
た

だ
し
、
子
ど
も
た
ち
は
お
菓
子
を
も
ら

い
に
行
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
家
の
人

の
た
め
に
歌
を
歌
い
ま
す
。
そ
の
お
礼

と
し
て
、
大
人
は
お
菓
子
や
果
物
を
渡

す
の
で
す
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
お
祭
り
は
、
聖
マ
ー

テ
ィ
ン
の
日
に
開
催
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
の
お
盆
を
合

わ
せ
た
よ
う
な
お
祭
り
で
す
。
な
ぜ
こ

の
お
祭
り
が
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る

の
か
、な
ぜ
提
灯
を
飾
っ
た
り
、鎧
を
着

た
人
が
パ
レ
ー
ド
を
す
る
の
か
。
そ
れ

は
来
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご
説
明
し

ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

■人口と世帯（10 月 1日現在）
　　人口／ 60,073 人（+1）、男性／ 29,816 人（+4）、女性／ 30,257 人（-3）、世帯数／ 23,206 世帯（+16）
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国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
21
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

●
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

ド
イ
ツ
発
祥
と
い
わ
れ
る
ア
ド
ベ
ン

ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で

の
日
数
を
数
え
る
た
め
の
特
別
な
カ
レ

ン
ダ
ー
で
す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と
一

緒
に
ア
ド
ベ
ン
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ

て
、
一
味
違
う
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大

人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
！

■
日
時　
11
月
23
日
㈬

　

午
後
2
時
〜
（
2
時
間
程
度
）

■
場
所

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
定
員　
20
名

■
申
込
期
間　
11
月
7
日
㈪
〜
18
日
㈮

※
土
日
を
除
く

■
参
加
費　
作
品
一
つ
に
つ
き

・
一
般　
　
　
　
　
　
　

5
0
0
円

・
国
際
交
流
協
会
会
員　

4
0
0
円

※
当
日
集
金
し
ま
す

■
持
ち
物

　

は
さ
み
、
の
り
、
色
マ
ジ
ッ
ク
、
お

菓
子
、
作
品
持
ち
帰
り
用
の
大
き
い
袋

※
お
菓
子
に
つ
い
て

　

個
別
包
装
さ
れ
て
い
る
小
さ
い
お
菓

子
を
24
個
以
上
用
意
し
て
く
だ
さ
い

（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
ク
ッ
キ
ー
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
等
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！

　

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
育
児
中
の
方
は
英
会
話
教
室
に
通

っ
た
り
、
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
子
ど
も

連
れ
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け

る
英
会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と
一

緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英
会
話
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ
ん
、

大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
O
K
で
す
。

子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の
方
も
大

歓
迎
で
す
！

■
日
時　
①
12
月
9
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　

②
12
月
22
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時

■
場
所

　

国
分
寺
公
民
館

■
講
師　
国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費　
無
料
。
た
だ
し
参
加
者
は

国
際
交
流
協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き

ま
す
（
年
会
費
1
，0
0
0
円
）。

■
定
員　
①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７


